
平成27年11月1日発行　第68号（毎月1日発行）

静岡商工会議所報［シング］
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業 を 未

18歳の家康公（当時は元康）は、今川軍の先陣として、
この具足を着用して勝利を飾りました。
久能山東照宮博物館に所蔵されています。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

　　

若者・よそ者が街を変える
著作権、商標権とは何か
産業フェアしずおか2015





駿府静岡
　と
　　私

【第44回】

　

日
本
は
昔
か
ら
次
々
と
外
国
の
文

明
を
輸
入
し
吸
収
し
て
使
っ
て
き
ま

し
た
。古
代
日
本
は
、当
時
世
界
最
強

の
文
明
国
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
そ
っ
く

り
輸
入
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。多
く
の

渡
来
人
の
助
け
を
得
て
、都
市
の
作
り

方
、役
所
や
役
人
の
制
度
、律
令（
法

律
）の
作
り
方
、建
築
様
式
か
ら
文
学

や
音
楽
な
ど
、す
べ
て
に
わ
た
って
中
国

文
明
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
文
明
開

化
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
長
い
年
月
を
か
け
て
、そ
の

外
国
の
文
明
を
日
本
の
実
情
と
感
性

に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
き
ま
す
。仮
名

を
作
り
出
し
て
、現
在
の
仮
名
混
じ
り

文
を
作
り
出
し
た
こ
と
も
素
晴
ら
し

い
知
恵
で
し
た
。中
世
は
古
代
の
中
央

王
権
の
直
轄
政
治
が
崩
れ
、多
く
の
地

方
勢
力
が
立
ち
、最
終
的
に
戦
国
時

代
で
残
っ
て
い
た
色
々
な
権
威
を
壊
し

て
、新
し
い
中
央
集
権
的
な
日
本
を
築

く
準
備
が
進
み
ま
し
た
。

ン
ネ
ル
を
切
り
替
え
る
よ
う
に
、パッ
と

切
り
替
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
々
の
持
っ
て
い
る
生
活
感
覚
や
、社

会
の
基
盤
と
な
る
道
徳
や
価
値
と
いっ

た
も
の
が
切
り
替
わ
る
の
に
は
、約
五

十
年
の
経
過
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
前
の
時
代
で
二
十
歳
ま
で
教
育

を
受
け
た
人
た
ち
が
七
十
歳
く
ら
い

に
な
っ
て
、ま
っ
た
く
新
し
い
社
会
の
中

で
育
っ
た
次
の
世
代
に
場
所
を
譲
る
ま

で
の
期
間
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
表
面

的
に
変
わ
っ
て
い
く
社
会
の
も
う
ひ
と

つ
下
の
層
に
は
、百
年
で
は
な
か
な
か

変
わ
ら
な
い
文
化
・
習
慣
の
層
が
あ
っ

て
、も
っ
と
底
の
方
に
は
、何
が
あ
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
民
族
の
遺
伝
子
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
、と
い
う
の

が
私
の
感
じ
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
中
に
詰
ま
っ
て
い
た
日

本
人
の
知
恵
と
感
性
は
、い
ま
で
も
私

た
ち
の
中
に
し
っ
か
り
と
残
って
い
ま
す
。

　

明
治
に
な
る
と
、今
度
は
何
も
か
も

日
本
よ
り
も
遥
か
に
先
進
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
た
西
欧
の
文
明
を
輸
入
し

吸
収
す
る
こ
と
に
わ
き
目
も
ふ
ら
ず

に
邁
進
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
は
、基
本
的

に
ア
メ
リ
カ
の
制
度
や
文
化
を
お
手
本

と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
間
に
あ
って
、江
戸
時
代
は
ま
っ

た
く
日
本
人
の
知
恵
と
経
験
、感
性
で

作
り
上
げ
た
も
の
で
、結
果
と
し
て
日

本
の
歴
史
の
中
で
最
も
長
く
豊
か
で

平
和
な
社
会
を
作
り
出
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
の
時
代
に
は
、外
国
か

ら
の
政
治
的
な
思
想
も
新
知
識
も
、

声
高
な
理
念
も
主
義
も
あ
り
ま
せ

ん
。平
和
を
維
持
す
る
、国
を
豊
か
に

し
て
、人
々
が
毎
日
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

世
を
作
る
と
い
う
社
会
全
体
の
基
本

合
意
の
下
で
、当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
に
行
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。

　

時
代
と
い
う
も
の
は
、テ
レ
ビ
の
チ
ャ

静岡市指定文化財「駿府鳥瞰図」土佐光成作。18世紀初頭。1707年噴火の宝永山を描写。家康公没後、駿府城
天守は焼失し、駿府の人口は15万人から１万人に減少。原本所蔵：駿府博物館（公益財団法人 静岡新聞・静岡放
送文化福祉事業団）



※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。

で詳しくは 問合せ先：静岡商工会議所 TEL：054-253-5111検 索観光振興大会 静岡

今年の全国大会は静岡で開催！当大会では歴史・文化資源を活かした静岡流の観光の取り組みを踏まえ、
全国の皆様と一緒に地域の「再発見」と「学び」による観光振興について考えます。

主なイベント
12日（木） 分科会  14:00～16:00 13日（金） 全体会議  9:00～12:30 13日（金）・14日（土） エクスカーション
分科会では５つ（「歴史・文化」、「街道」、
「広域・インバウンド」、「産業観光」、「地域
資源・まちづくり・市民協働」）のテーマに分
かれ、地域の歴史・文化資源の『再発見』
による観光振興の事例について学びます。

基調講演「歴史資源と着地型観光」やパ
ネルディスカッション「歴史が導く過去・現
在・未来 ～歴史が観光の魅力を高める
～」、全国商工会議所きらり輝き観光振興
大賞の表彰式などを開催します。

東西に長い静岡県は東部・中部・西部・伊豆地区に分かれ、観てい
いとこ、食べていいとこ、遊んで楽しいとこなどオススメしたい“いいと
こ”がたくさんあります。今回のエクスカーションは静岡県内の１５商工
会議所並びに山梨県商工会議所連合会が特別に用意した選りす
ぐりの12 コース。静岡・山梨の魅力を存分にお楽しみください。

日時：11月12日㈭・13日㈮・14日㈯　会場：静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」他

　
11
月
７
日
㈯・８
日
㈰

岡
崎
城
下
家
康
公
秋
ま
つ
り

岡
崎
市・岡
崎
公
園
ほ
か

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
２
１
２（
岡
崎
市
商
工
労
政
課
）

11
月
８
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
瀬
戸
デ
ジ
タ
ル
タ
ワ
ー
を
眺
め
、秀
吉
と

家
康
が
戦
っ
た
長
久
手
合
戦
地
へ
」

愛
知
環
状
鉄
道・瀬
戸
口
駅
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

11
月
14
日
㈯・15
日
㈰

第
69
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
静
岡
大
会

静
岡
市・静
岡
茶
市
場
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
７
１‐

５
２
７
１（
静
岡
県
茶
業
会
議
所
）

11
月
14
日
㈯ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
第
69
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
静
岡
大
会
と

家
康
公
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
」

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

11
月
14
日
㈯ 

14
時
〜

連
続
講
座「
静
岡×

徳
川
時
代
」⑥

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
寄
席「
徳
川
将
軍
と
江
戸
し
る
べ
」

静
岡
市・グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
６
Ｆ

℡
０
５
４‐

２
８
９‐

９
０
０
０

（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）

11
月
14
日
㈯ 

14
時
〜

講
演
会「
三
河
時
代
の
家
康
を
考
え
る
⑥

三
河
か
ら
遠
州
攻
略
へ
今
川
氏
と
武
田
氏
」

岡
崎
市・岡
崎
市
福
祉
会
館

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
２（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

11
月
15
日
㈰ 

９
時
〜

駿
府
ウ
エ
イ
ブ
が
案
内
す
る

「
久
能
街
道
を
歩
く
」②

静
岡
市・大
谷
小
学
校

℡
０
５
４‐

２
５
３‐

３
６
１
６（
駿
府
ウ
エ
イ
ブ
）

11
月
17
日
㈫ 

８
時
〜
13
時

路
線
バ
ス
で
行
く
家
康
公
の
墓
参
り
・
御

利
益
イ
ベ
ン
ト

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口

℡
０
５
４‐

２
４
８‐

１
５
３
９

（
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

11
月
18
日
㈬
〜
20
日
㈮

第
５
回
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
還
暦
軟
式
野
球
大
会

静
岡
市・静
岡
県
営
草
薙
野
球
場
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
６
１‐
９
２
６
５

（
静
岡
県
営
草
薙
総
合
運
動
場
）

11
月
21
日
㈯
〜
23
日
㈪

「
ゆ
る
き
ゃ
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
ｉ
ｎ

出
世
の
街
浜
松
」

浜
松
市・渚
園

℡
０
５
３‐

４
５
７‐

２
２
９
３（
浜
松
市
広
報
広
聴
課
）

11
月
21
日
㈯ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
家
康
公
ゆ
か
り
の
中
村
家
住
宅
と
渚
園
ゆ
る
き
ゃ

ら
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
ｉｎ
出
世
の
街
浜
松
」

浜
松
市・Ｊ
Ｒ
舞
坂
駅
北
口
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

11
月
21
日
㈯ 

９
時
30
分
〜
17
時

バ
ス
ツ
ア
ー「
三
河
か
ら
遠
州
へ
三
河
時

代
の
家
康
の
足
跡
を
た
ど
る
⑤
遠
州
攻
略

岡
崎
市・岡
崎
市
美
術
博
物
館
出
発

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
２（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

11
月
22
日
㈰

「
足
久
保
家
康
公
の
お
茶
祭
り
」

静
岡
市・足
久
保
公
民
館
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
９
６‐

０
３
３
７（
推
進
委
員
会
）

11
月
22
日
㈰・23
日
㈪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
徳
川
家
康
の
戦
い
と
城
づ
く
り
」

静
岡
市・あ
ざ
れ
あ
他

℡
０
５
４‐

２
６
１‐

３
１
０
７（
静
岡
古
城
研
究
会
）

11
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

「
全
国
学
生
書
写
書
道
公
募
展
」

静
岡
市・静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

℡
０
５
４‐

２
５
９‐

２
７
８
１（
実
行
委
員
会
）

11
月
28
日
㈯

「
第
２
回
大
御
所
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

静
岡
市・駿
府
城
公
園
周
回
コ
ー
ス

℡
０
５
７
０‐

０
０‐

２
１
０
７（
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ン
）

11
月
28
日
㈯・29
日
㈰

「
産
業
フ
ェ
ア
し
ず
お
か
」

静
岡
市・ツ
イ
ン
メッ
セ
静
岡

℡
０
５
４‐

２
８
５‐

３
１
１
１（
実
行
委
員
会
）

11
月
29
日
㈰

Ｊ
Ｏ
Ａ
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
御
所
シ
リ
ー
ズ

浜
松
大
会

浜
松
市
立
中
部
中
学
校

℡
０
３‐

３
４
６
７‐

４
５
４
８

（
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
）

11
月
29
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
紅
葉
彩
る
大
高
緑
地
と
桶
狭
間
の
戦
い

史
跡
め
ぐ
り
」

名
鉄
名
古
屋
本
線・中
京
競
馬
場
前
駅
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐
３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

～家康公と世界文化遺産「富士山」に学ぶ～
歴史・文化資源の「再発見」と「学び」による観光振興

家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

平
成
27
年
11
月



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成27年11月1日発行 第68号（毎月1日発行）

・年末融資相談会(～11/6 静・清)

・メッセナゴヤ2015(～11/7 ポートメッセなごや)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)

・秋の芸妓の踊り鑑賞会(開花亭)

　

　

・税務相談会(静)　・秋の芸妓の踊り鑑賞会(浮月楼)

・第69回全国お茶まつり静岡大会(～11/15 静岡茶市場他)

・簿記検定試験　・秋のみてたマルシェ2015(けやき通り)

・許認可・著作権相談会(静)

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)　・法律相談会(清)

・クリスマスイルミネーション点灯式(～1/31 青葉シンボルロード)

・発明・特許相談会(静)

　

　

　

　

・接客術向上セミナー「顧客を夢中にさせる奇跡の接客術」(B-nest)

・創業・起業相談会(静)
・消費税転嫁対策セミナー「危ない会社の見分け方」(ホテルサンルート清水)

・許認可・著作権相談会(静)
・静岡市清水商店街連盟【清水地区エリア】まちゼミ(～12/13 清水地区各商店街)

・第8回清水みなと屋台まつり(～11/8 JR清水駅東口)
・第3回富士山コスプレ世界大会(～11/8 清水駅前銀座商店街)
・第2回駿河ものづくり・伝統産業フェア2015(ORANDAｰKAN)
・第9回静岡おまちバル(静岡中心市街地)

・法律相談会(静)　・ロバストデザインセミナー(清)
・全国商工会議所観光振興大会2015inしずおか(～11/14 グランシップ他)

・IT・情報化相談会(静・清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・創業相談会(清)　・「ジョブ・カード制度」企業説明会(静)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)　・融資相談会(静)
・日本公庫定例融資相談会(静)　・第97回「産学官交流」講演会・交流会(清)

・福祉住環境コーディネーター検定試験()
・はじめてのしょうてんがい(～11/23 清水駅前商店街)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・許認可・著作権相談会(清)
・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・1日公庫(清)

・IT・情報化相談会(清)　・特許相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)
・法律相談会(静)　・優良従業員表彰式・記念講演会(静)
・ロバストデザインセミナー(清)　・クレーム対応力強化セミナー(静)

・カラーコーディネーター検定試験
・静岡・清水中心商店街通行量・来街者調査(中心商店街)

・税務相談会(静)
・しずおか農商工連携交流会(静岡グランドホテル中島屋)
・専門サービス部会「女性経営者による公開セミナー・交流会」(静)
・静岡商工会議所ショッピングストリート(～11/29 ツインメッセ静岡)
・産業フェアしずおか(～11/29 ツインメッセ静岡)
・第2回大御所リレーマラソン(駿府城公園)

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：生活関連サービス部会
若者が地域を変える
～若者、よそ者の視点で静岡を切る～
若者を街に呼び戻せ！　江﨑和明さん
若者を活かした賑わいの創出　杉山 元さん
静岡はいい街だ！よそ者の視点で見る静岡　満藤直樹さん

江戸時代の遺伝子

東京からこんにちは
女優
伊澤恵美子さん

わが社自慢の商品・サービス
産業フェアしずおか2015 静岡商工会議所
ショッピングストリート出店者、他
しごとなでしこ
野木麻名美さん
静岡の未来
金指昌起さん

しずおか味な店
日本料理 ○△□

新会員ご紹介
7月ご入会事業所

家康公四百年祭
駿府天下泰平まつり
国際シンポジウム
徳川の平和 その智恵と遺産
誌上経営相談
著作権、商標権とは何か
オーレ！エスパルス！
河井陽介選手
星光社印刷㈱

家康公四百年祭
11月イベント、
全国商工会議所観光振興大会2015 in しずおか

写真で見る静岡商工会議所の動き
9月の商工会議所事業

今年度の表紙は、家康公の生涯を、たたらなおきさん
が描きます。
桶狭間の戦い前年の永禄２年（1559）、今川義元は尾
張の織田信長を攻め滅ぼそうと、国境の諸所に新たな
砦を構え、大高城を鵜殿長持に守らせました。織田方
はこれに対抗して丸根、鷲津に砦を構えて大高城への
通路を遮断したので、城中の食糧は乏しくなりました。
18歳の家康公（元康）は、松平親俊、酒井正親、石川
数正に寺部城を攻めさせ、自らは大高城から２km余り
に控えました。寺部城から炎が上がると、織田方の丸根
砦、鷲津砦の兵たちは寺部城の援兵に出て行ったの
で、家康公は難なく兵糧を大高城へ運び入れました。
この時に家康公が着用していた甲冑が、すべてに金の
漆を塗った「金陀美具足」（重要文化財）と伝えられて
おり、久能山東照宮博物館に所蔵されています。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

表紙／家康公物語②若き日の勇姿輝く金陀美具足



Ｓ
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
は
静
岡
県
中
部
に

百
万
都
市
を
つ
く
る
構
想

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
部
会

部
会
長　

田
中
康
隆

　

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
８
月
27

日
、静
岡
商
工
会
議
所
会
館
で
第
６
回
ふ
れ

あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム「
若
者
が
地
域
を
変
え

る
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、若
者
に
焦
点

を
あ
て
て
、そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
を

皆
様
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、と
い

う
問
題
提
起
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
を
活
性
化
す
る
の
は
、若
者
、よ
そ

者
、ば
か
者
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、前
回
取
り

上
げ
た
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
と
同
様
に
、若
者
パ

ワ
ー
も
大
い
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。刺
激
を
求
め
て
静
岡
か
ら
出
て
行

き
、帰
っ
て
こ
な
い
若
者
が
多
い
の
は
、そ
れ

を
呼
び
戻
す
だ
け
の
魅
力
を
地
域
企
業
の

経
営
者
が
発
信
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

経
営
者
の
皆
様
、も
っ
と
自

信
を
も
っ
て
情
報
を
発
信
し
、若
者
と
シ
ニ

ア
を
、大
い
に
活
か
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！！

生活関連
サービス部会
特集

第
６
回
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

ＳＳシティー構想
推進協議会
副会長

江﨑和明さん

若
者
を
街
に
呼
び
戻
せ
!

静
岡
の
三
力
ア
ッ
プ
で
若
者
人
口
を
呼
び
戻
せ

み
り
ょ
く

〈講演１〉
　

Ｓ
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
構
想
推
進
協
議
会
は
、20

年
以
上
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。清
水
と

静
岡
の
合
併
運
動
を
推
進
す
る
立
場
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。当
時
は
、合
併
の「
が
」

の
字
を
言
う
の
も
憚
ら
れ
る
時
代
で
し
た

が
、清
水
の
Ｓ
、静
岡
の
Ｓ
、駿
河
の
Ｓ
、駿
府

の
Ｓ
を
取
っ
て
、静
岡
県
中
部
に
人
口
１
０
０

万
人
規
模
の
Ｓ
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
あ
げ

よ
う
と
、若
手
の
経
済
人
が
中
心
と
な
って
つ

く
っ
た
組
織
で
す
。

　

そ
の
後
、合
併
も
政
令
指
定
都
市
も
実

現
で
き
た
の
で
す
が
、当
時
求
め
て
い
た
こ
と

が
す
べ
て
実
現
し
た
か
と
い
う
と
、ま
だ
大

き
な
問
題
が
積
み
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

を
ぜ
ひ
提
言
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
、活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
４
０
年
の
若
年
人
口
は

２
０
１
０
年
比
で
40
％
減
少

　

私
の
本
業
で
す
が
、映
画
館
の
運
営
で
は
、

映
画
の
興
行
を
通
じ
て
客
層
別
の
動
き
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。ま
た
、チ
ラ
シ
広
告
の
会

社
で
は
、街
の
消
費
動
向
や
人
の
動
き
を
把

握
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、新
聞
の
販
売
で

は
、空
き
家
の
多
さ
、若
者
の
定
住
の
減
少
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
、深
刻
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。２
０
４
０
年
に
は
、０
歳
〜
14
歳

の
若
年
人
口
は
２
０
１
０
年
に
比
べ
て
40
％

減
少
す
る
と
い
う
推
計
が
出
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
の
市
長
選
挙
で
も
人
口
減
少

は
大
き
な
争
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
は
原
因
で
あ
り
結
果
で

あ
る
の
で
、 一 

発
で
解
決
で
き
ま
せ
ん
。女
性

活
躍
や
企
業
誘
致
な
ど
の
複
合
的
な
問
題

の
結
果
と
し
て
、人
口
減
少
が
お
こ
り
、そ
の

人
口
減
少
に
よ
っ
て
、次
の
人
口
減
少
の
ス
パ

イ
ラ
ル
が
始
ま
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

若
者
の
多
く
が
大
学
進
学
と

就
職
の
た
め
に
県
外
へ

　

静
岡
市
は
、週
末
や
日
中
歩
い
て
い
る
と

女
性
の
姿
が
目
立
ち
ま
す
が
、実
は
、女
性

の
県
外
へ
の
流
出
が
多
い
都
市
で
す
。静
岡

市
の
転
出
入
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
最
大
の
理
由
は
、若
い
女
性
の
人
口
の

流
出
が
止
ま
な
い
こ
と
で
す
。18
歳
以
降
、

進
学・就
職
の
た
め
に
県
外
へ
出
て
いっ
た
ま

ま
帰
っ
て
こ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
て
、こ
れ

が
最
終
的
に
は
、結
婚
人
口
、出
産
人
口
の

減
少
に
さ
ら
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

静
岡
市
の
人
口
は
２
０
１
４
年
、７０
万
６
５
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５
３
人
と
、政
令
指
定
都
市
の
中
で
最
も
人

口
が
少
な
い
都
市
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

人
口
規
模
が
近
い
静
岡
市
と
岡
山
市
を

比
べ
る
と
、大
学
の
数
で
は
５
対
８
、大
学
生

の
数
で
は
１
万
２
９
３
２
人
対
２
万
４
３
２

５
人
と
１
万
１
千
人
、静
岡
大
学
２
つ
分
少

な
く
な
って
い
ま
す
。

　

静
岡
市
は
東
海
道
ベ
ル
ト
地
帯
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
て
県
内
に
大
学
が
分
散
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、岡
山
市
は
、四
国
や
山

陰
を
含
め
た
地
域
の
中
核
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
止
め
る
に
は
、

若
者
を
呼
び
戻
し
、静
岡
市
の
人
口
を
支
え

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。実
際
に
静
岡

市
の
大
学
生
に「
静
岡
市
の
大
学
で
勉
強
し

て
い
る
の
に
、な
ぜ
県
外
に
就
職
す
る
の
か
」

を
聞
い
て
み
る
と
、「
地
元
の
企
業
は
魅
力
的

で
な
い
」「
地
元
の
企
業
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て

こ
な
い
」と
い
う
回
答
が
返
って
き
ま
し
た
。

郊
外
か
ら
都
心
部
に
移
転
す
る

大
学
、専
門
学
校

　

そ
れ
で
は
、ど
う
す
れ
ば
、学
生
は
静
岡

市
の
大
学
に
進
学
し
、就
職
し
て
く
れ
る
の

か
、静
岡
市
立
高
等
学
校
、静
岡
大
学
、常

葉
大
学
、鈴
木
学
園
の
責
任
者
の
方
々
に
う

か
が
って
み
ま
し
た
。

　

静
岡
市
立
高
校
で
は
、62
％
の
生
徒
が
県

外
の
大
学
に
進
学
し
て
い
て
、そ
の
理
由
と

し
て
、国
公
立
大
学
へ
の
進
学
希
望
が
多
く
、

静
岡
エ
リ
ア
の
大
学
数
の
少
な
さ
、地
元
企

業
の
高
校
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
充
分
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

静
岡
大
学
で
は
、静
岡
県
内
か
ら
進
学
す

る
学
生
も
多
い
の
で
す
が
、県
外
か
ら
進
学

す
る
学
生
が
、就
職
時
に
は
県
外
へ
出
て
い

く「
行
って
来
い
」の
状
態
で
す
。

　

常
葉
大
学
は
、水
落
町
に
新
キ
ャン
パ
ス
を
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。ま
ち
な
か
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
経
営
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
、全
国
的
に
も
大
学
が
郊
外
か
ら
中
心
街
に

移
転
し
な
お
す
現
象
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
学
園
は
、七
間
町
に
移
転
し
て
、パ

テ
ィ
シ
エ
な
ど
を
養
成
す
る
専
門
学
校
を
つ

く
り
ま
す
。移
転
の
理
由
と
し
て
は
、七
間

町
や
両
替
町
に
飲
食
系
の
ア
ル
バ
イ
ト
先・修

業
先
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
そ
う
で
す
。

　

ま
ち
の
機
能
と
の
相
乗
効
果
で
、大
学
や

専
門
学
校
が
若
者
を
ま
ち
に
呼
び
込
む
と

同
時
に
、ま
ち
に
若
者
を
集
め
る
機
能
が
あ

れ
ば
、大
学
や
専
門
学
校
が
移
転
し
て
く

る
。そ
こ
に
中
学
生・高
校
生
が
進
学
し
て
い

教
育
力
、企
業
力
、人
間
力
が

若
者
を
街
に
呼
び
こ
む

　

若
者
を
中
心
に
人
口
減
少
対
策
を
進
め

て
い
く
に
は
、「
教
育
力
」「
企
業
力
」「
人
間

力
」が
大
切
で
す
。

　
「
教
育
力
」と
し
て
は
、「
東
京
よ
り
静
岡

の
大
学
の
ほ
う
が
面
白
い
」と
な
る
よ
う
に
、

特
色
の
あ
る
学
部
を
つ
く
り
た
い
。別
府
市

の
場
合
、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
を
誘

致
し
た
こ
と
で
、国
際
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
展

開
し
て
い
ま
す
。交
通
の
便
の
良
い
静
岡
市

で
は
、魅
力
的
な
大
学
を
誘
致
し
た
り
、新

学
部
を
設
立
す
る
こ
と
で
、若
者
た
ち
を
集

め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
企
業
力
」と
し
て
は
、企
業
経
営
者
が
学

生
と
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
、仕
事
に
プ
ラ
イ
ド

を
も
ち
、女
性
が
働
き
や
す
く
、起
業
家
が

活
躍
す
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。父
親・母
親
世
代
が
、子
供
た
ち
に

「
東
京
の
大
手
企
業
に
行
き
な
さ
い
」と
言
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。親
た
ち
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
も
っ
て
、「
静
岡
の
企
業
は
い
い
よ
」と

子
供
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

最
後
に「
人
間
力
」。大
道
芸
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
世
界
的
な
規
模
に
育
て
上
げ
ら
れ

た
杉
山
元
さ
ん
、ア
オ
イ
ビ
ー
ル
で
挑
戦
し
て

い
る
満
藤
直
樹
さ
ん
は
じ
め
、人
間
と
し
て

力
の
あ
る
方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、若
者
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
を
つ
く
って
い
く
。面
白
い

人
間
が
集
ま
っ
て
、面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い

る
ま
ち
に
な
って
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

経
営
者
、学
生
、地
域
が

交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を

　

そ
こ
で
、Ｓ
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
構
想
推
進
協
議

会
は「
し
ず
お
か
マ
ナ
ビ
ル
」を
提
言
し
ま

す
。今
後
、静
岡
で
、様
々
な
再
開
発
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
中
に
、「
教
育
力
」

「
企
業
力
」「
人
間
力
」の
相
互
交
流
が
で
き

る
機
能
を
持
た
せ
て
い
き
た
い
。こ
こ
で
は
、

企
業
経
営
者
と
学
生
が
直
接
交
流
で
き
た

り
、学
生
が
パ
イ
ロッ
ト・シ
ョッ
プ
を
開
い
て
、

地
域
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

来
年
４
月
、七
間
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
鈴

木
学
園
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、こ
の
構
想
に
近
い

と
い
え
ま
す
。パ
イ
ロッ
ト・シ
ョッ
プ
を
再
開

発
ビ
ル
の
１
階
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
で
す
。こ

れ
か
ら
再
開
発
事
業
を
進
め
る
時
に
、こ
の

３
つ
の
力
が
交
流
で
き
る
機
能
を
つ
く
っ
て
い

き
、静
岡
に
若
者
を
呼
び
込
ん
で
活
性
化
し

て
い
こ
う
と
考
え
、「
し
ず
お
か
マ
ナ
ビ
ル
」を

提
言
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、原
因
と
結
果
が
複
雑

に
絡
ん
で
い
ま
す
。 一 

発
で
解
決
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。ま
ず
、深
刻
な
状
況
を

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、そ
れ
に
対
し
て
、積

極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
皆
様
に
刺

激
を
受
け
な
が
ら
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
て
、若
者
と
と
も
に
静
岡
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
れ
ば
、ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

〈連絡先〉SSシティー構想推進協議会 TEL054-253-5111　http://www.shizuoka-cci.or.jp/sscity/
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若
者
を
活
か
し
た

　
　
　
　

賑
わ
い
の
創
出

大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
見
る
若
者
の
可
能
性

〈講演2〉延
べ
４
万
５
千
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
て
き
た

　
「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」は
１
９
９
２

年
、当
時
の
静
岡
市
長
の
天
野
進
吾
さ
ん
が

発
案
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
11
月
で
24

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」を
数
字
で
見

て
み
ま
し
ょ
う
。３
９
０
０
万
人
。こ
れ
は
第

23
回
ま
で
の
来
場
者
数
の
累
計
で
す
。平
均

す
る
と
毎
回
１
７
０
万
人
が
来
場
し
て
い
ま

す
。最
も
来
場
者
数
が
多
か
っ
た
大
会
は
２

０
０
６
年
の
第
15
回
で
２
２
８
万
人
。

　

１
７
５
８
組
。こ
れ
は
参
加
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

数
の
累
計
で
す
。

　

実
人
数
１
万
７
千
人
。延
べ
人
数
４
万
５

千
３
３
０
人
。こ
れ
は
大
会
を
運
営
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
累
計
で
す
。

　

22
億
円
。こ
れ
は
静
岡
経
済
研
究
所
が
算

出
し
た
２
０
０
８
年
の
第
17
回
大
会
の
経
済

波
及
効
果
の
数
字
で
す
。集
ま
っ
た
人
た
ち

が
、お
カ
ネ
を
使
って
く
れ
る
こ
と
で
経
済
波

及
効
果
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

大
道
芸
Ｗ
杯
は
文
化
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
造
を
め
ざ
す

　

｢

大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ｣

の
ビ
ジ
ョン・目

大
道
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
躍

　
「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
、自
己
啓
発
意

欲
が
強
く
、自
分
が
住
ん
で
い
る
静
岡
の
ま

ち
の
役
に
立
ち
た
い
、自
分
自
身
を
変
え
て

み
た
い
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、い
ろ
ん
な
人
と

交
流
を
深
め
た
い
、と
い
う
志
を
も
っ
て
い
ま

す
。前
向
き
で
、自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り

持
って
い
る
方
が
多
く
、新
し
い
提
案
を
出
し

て
き
ま
す
。

　

自
分
が
関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
に
、大
道
芸
で
培
っ
た
も
の
を
も
っ
て
参

画
し
、新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ト
ラ
イ
し
て
、

活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。10
代
、20
代

で
大
道
芸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
人

は
、間
違
い
な
く
地
元
を
活
性
化
す
る
力
に

な
って
い
ま
す
。

　

大
道
芸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
、プ
ロ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
っ
た
人
は
、結
構
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ず
お
か
大
道
芸
ま
ち
づ

く
り
の
会（
し
ま
る
会
）」は
土
曜
日
と
日
曜

日
、札
の
辻
、け
や
き
通
り
、エ
ス
パ
ル
ス
ド

リ
ー
ム
プ
ラ
ザ
で
大
道
芸
を
披
露
し
て
い
ま

す
。

　

４
５
０
人
で
組
織
す
る「
市
民
ク
ラ
ウ
ン
の

会
」は
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
被
災
地
へ
の
慰

問
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
大
道
芸
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

縁
を
あ
り
が
た
く
思
って
い
ま
す
。

誰
も
が
入
り
や
す
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
成
功
の
基
盤

　
「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
中
心
に
な
っ
て
企
画・運
営
を
し
て

い
ま
す
。全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
か
ら
、

フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
で
す
。誰
も
が
入
り
や
す
い

組
織
で
あ
る
こ
と
が
、大
会
が
長
く
生
き
延

び
て
き
た
基
盤
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
憲
章「A

ll for you, It’s m
y pleasure!

（
あ
な
た
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
、そ
れ
が
私

の
喜
び
で
す
！
）」で
ま
と
め
て
い
ま
す
。わ

れ
わ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に

も
、来
て
く
れ
た
お
客
様
に
も
、ス
ポ
ン
サ
ー

の
方
々
に
も
、こ
う
い
う
気
持
ち
で
対
応
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

　

１
年
を
通
じ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
係
わ
る

実
行
委
員
は
１
０
０
〜
１
２
０
人
。当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
は
、２
０
１
０
年
ま
で

は
５
０
０
〜
７
０
０
人
で
し
た
が
、２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
後
は
７
０
０
〜
９
５
０

人
に
増
え
て
い
ま
す
。こ
の
年
以
後
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
若
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

前
向
き
に
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。会
社
員
や
学
生
が
多
く
、年
齢
で
は
12

歳
か
ら
80
歳
ま
で
。み
な
さ
ん
楽
し
ん
で
活

動
し
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
縁
で
結
婚

し
た
人
は
30
組
以
上
い
ま
す
。

　
「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、①
演
技
ポ
イ
ン
ト
運
営（
ポ
イ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
、Ｍ
Ｃ
、通
訳
、整
理
）、②
迷
子
案

内
、③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、④
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョン（
車
い
す
の
貸
出
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の

実
況
等
）、⑤
天
使
の
羽（
背
中
に
羽
を
つ
け

て
ゴ
ミ
拾
い
活
動
）、⑥
市
民
ク
ラ
ウ
ン
、⑦
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
シ
ョッ
プ
、⑧
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン（
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
等
）な
ど
約
30
種
類
あ

り
ま
す
。

　

次
代
の「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」を
支

え
る
人
を
育
て
る
た
め
、甲
賀
雅
章
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て「
明
る
い
未
来
の
楽
校
」を
開

校
し
、ま
ち
づ
く
り
、人
づ
く
り
を
学
ん
だ

う
え
で
、大
道
芸
の
組
織
に
入
って
き
て
も
ら

い
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、組
織
を

ま
と
め
て
も
ら
って
い
ま
す
。

的
は
、 一 

過
性
の
ま
つ
り
で
は
な
く
、「
ソ
フ
ト

面
で
の
ま
ち
づ
く
り
、人
づ
く
り
」「
文
化
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
創
造
」で
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
、身
体
を
使
っ
た
表

現
ア
ー
ト
で
、独
自
の
文
化
を
世
界
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

静
岡
人
は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
引
っ
込

み
思
案
で
す
が
、静
岡
人
も 

一 

歩
前
に
出

て
、 一 
緒
に
な
っ
て
参
加
す
る
部
分
が
あ
っ
て

い
い
。市
民
気
質
を
つ
く
り
か
え
て
いって
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈連絡先〉大道芸ワールドカップ実行委員会 TEL054-205-9840　http://www.daidogei.com
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静
岡
は
い
い
街
だ
！

よ
そ
者
の
視
点
で
見
る
静
岡

ア
オ
イ
ビ
ー
ル
誕
生
秘
話
、
な
ぜ
静
岡
な
の
か

〈講演3〉

ビ
ー
ル
づ
く
り
で
、

静
岡
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

　

な
ぜ
静
岡
市
で
ビ
ー
ル
づ
く
り
を
始
め
た

の
か
。静
岡
県
に
は
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
が
東

部
に
８
カ
所
、西
部
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
が
、

中
部
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
県
中
部
に

醸
造
所
を
つ
く
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
静
岡
で
16
年
間
生
活
し
て
こ
ら

れ
た
の
も
、静
岡
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
す
。静
岡
に
恩
返
し
し
た
い
の

で
、ビ
ー
ル
づ
く
り
で
静
岡
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
を
使
っ
た「
み
か
ん
エ
ー
ル
」、掛
川

茶
を
使
っ
た「
お
茶
エ
ー
ル
」を
つ
く
り
ま
し

た
。今
後
は
、久
能
の
い
ち
ご
、し
ょ
う
が
、

桃
、紅
茶
な
ど
も
使
っ
て
、地
元
に
愛
さ
れ
る

本
当
に
美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

入
手
困
難
な
美
味
し
い
ビ
ー
ル
を

自
分
で
つ
く
る

　

２
０
０
６
年
の
暮
れ
、「
新
静
岡
セ
ノ
バ
の

前
に
あ
る
歴
史
あ
る
お
店
が
閉
店
し
た
の

で
、引
き
継
い
で
や
ら
な
い
か
」と
い
う
話
を

い
た
だ
い
た
の
が
、ビ
ー
ル
づ
く
り
の
き
っ
か
け

で
す
。最
初
は
決
め
ら
れ
た
レ
シ
ピ
通
り
に

や
って
い
た
の
で
す
が
、慣
れ
て
く
る
と
、自
分

の
好
き
に
や
り
た
く
な
って
世
界
の
40
ヵ
国
の

ビ
ー
ル
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、自
分
で
ビ
ー
ル

を
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、ド
イ
ツ
の
エ
ル
デ
ィ
ン
ガ
ー
と
い
う

ヴ
ァ
イ
ツ
ェン
タ
イ
プ
の
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
時

「
な
ん
て
美
味
し
い
ビ
ー
ル
な
ん
だ
！
」と

ビ
ー
ル
に
目
覚
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ー
ル
を
扱
う
店
は
静
岡
市
に
無

く
、自
分
で
扱
お
う
と
、２
０
０
８
年
３
月
、

紺
屋
町
に「
グ
ロ
ー
ス
ト
ッ
ク
」と
い
う
ビ
ア・

レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。静
岡
の

静
岡
市
は
街
が
コ
ン
パ
ク
ト
で

規
模
が
丁
度
い
い

　

東
京
で
は
、移
動
す
る
の
に
、電
車
に
乗
っ

て
随
分
歩
い
て
と
い
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

静
岡
は
街
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
さ
れ
て
い
る

の
で
、自
転
車
で
15
分
、20
分
、ま
わ
れ
ば
、日

常
生
活
を
す
る
の
に
必
要
な
も
の
は
揃
い
ま

す
。

　

規
模
が
丁
度
い
い
。都
会
で
も
な
く
、田
舎

で
も
な
い
。僕
は
自
宅
か
ら
自
転
車
で
通
勤

し
て
い
ま
す
の
で
、渋
滞
も
な
く
、ス
ト
レ
ス

を
感
じ
な
く
て
済
ん
で
い
ま
す
。

　

東
京
や
名
古
屋
へ
は
新
幹
線
で
１
時
間
で

す
か
ら
、仕
事
は
東
京
で
、生
活
は
穏
や
か

な
静
岡
で
、と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

静
岡
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
多
い

　

静
岡
は
、
な
ん
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
な
い
も
の
が
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
。
大
都
会

に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
沢
山
あ
る
の

は
確
か
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
間

静
岡
市
は
環
境
が
い
い
、

気
候
が
い
い
、人
が
良
い

　

僕
は
16
年
前
に
大
阪
か
ら
静
岡
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。静
岡
で
生
ま
れ
て
住
ん
で
い
る

と
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
、ち

が
う
地
域
か
ら
来
た
人
間
か
ら
見
る
と
、魅

力
的
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
は
環
境
が
い
い
。山
の
幸
、海
の
幸
が

豊
富
。水
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
、お
い
し
い
日

本
酒
の
蔵
が
沢
山
あ
り
ま
す
。地
元
に
豊
富

な
食
材
が
あ
る
か
ら
、地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
し
た
飲
食
店
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

静
岡
は
気
候
が
い
い
。夏
は
暑
す
ぎ
ず
、

冬
も
寒
す
ぎ
な
い
。気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
、年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
商
売
が
成

り
立
ち
ま
す
。

　

静
岡
は
人
が
良
い
。大
阪
か
ら
出
て
き
て
、

子
供
が
小
さ
か
っ
た
頃
、近
所
の
人
た
ち
が

子
供
の
面
倒
を
見
て
く
れ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
親
切
に
教
え
て
く
れ
て
、静
岡
で
生
活
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。助
け
て
い
た

だ
い
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
生
活
が
成
り

立
って
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
も
い
い
。静
岡
で
は
お
酒
を
飲
ん
で

も
、ひ
ど
い
マ
ナ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。人
の
良
さ
に
恵
ま
れ
て
、

飲
食
店
の
経
営
を
続
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

も
多
い
の
で
、
厳
し
い
競
争
の
中
で
戦
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
世
界
に
一つ
だ
け
の
花
」と
い
う
歌
に「
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
も
と
も

と
特
別
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
歌
詞
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の
な
ら
、
当
然

そ
の
シ
ェ
ア
を
取
れ
る
の
で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
も

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
も
同
時
に
目
指
せ
る
チ
ャ
ン
ス

が
、
静
岡
に
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
眠
っ
て
い
る

と
思
って
い
ま
す
。

人
が
今
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
ビ
ー
ル
を

揃
え
て
、８
０
０
〜
１
０
０
０
円
で
販
売
し
、

１
年
目
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、７
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

香
港
に
行
っ
た
時
に
、フ
ラ
ン
ス
の「
ク
ロ
ー

ネ
ン
ブ
ル
グ
ブ
ラ
ン
」と
い
う
美
味
し
い
ホ
ワ

イ
ト
ビ
ー
ル
に
出
会
い
ま
し
た
が
、樽
で
は
輸

出
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
れ
な

ら
、自
分
で
つ
く
ろ
う
と
考
え
、い
ろ
い
ろ
な

人
の
協
力
を
得
て
、資
金
も
集
め
て
、２
０
１

４
年
６
月
か
ら
、静
岡
を
代
表
す
る
ビ
ー
ル

と
の
願
い
を
こ
め
た「
ア
オ
イ
ビ
ー
ル
」を
販

売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈連絡先〉アオイブリューイング TEL054-294-8911　https://www.facebook.com/aoibrewing





　　　

山
梨
県
ア

ピ
オ
甲
府
に
て

「
中
部
横
断
自

動
車
道
経
済

懇
談
会
」総
会

を
開
催
し
、早

期
全
線
開
通

に
向
け
た
決

議
文
を
満
場
一

致
で
承
認
し

ま
し
た
。ま
た
、

こ
れ
に
合
わ
せ

て「
移
動
常
議

員
会
」を
開
催

し
、終
了
後
に

は
甲
府
商
工

会
議
所
役
員

と
活
発
な
意

見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

山
梨
県
の
甲
府・富
士
吉
田
女
性
会
と
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
交
流
会
は
、

当
所
女
性
会
と
甲
府
女
性
会
と
の
間
で
以
前

か
ら
続
い
て
い
る

も
の
で
、一
昨
年

よ
り
富
士
吉
田

女
性
会
も
交
え

て
開
催
し
て
い

ま
す
。今
回
、初

め
て
富
士
吉
田

市
へ
訪
問
し
ま

し
た
。

　
「
定
本
徳
川
家
康
」な
ど
の
著
者
で
、静
岡

大
学
の
本
多
隆
成
名
誉
教
授
が
案
内
役
と
な

り
、家
康
公
が

天
下
の
実
権
を

握
る
決
め
手
と

な
っ
た
関
ヶ
原
古

戦
場
と
、合
戦

前
、西
軍
の
拠
点

で
あ
っ
た
大
垣

城
を
巡
る
会
員

向
け
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

家
康
公
四
百
年
祭
を
記
念
し
、久
能
山
東

照
宮
に
て
献
茶
式
を
開
催
し
ま
し
た
。表
千

家
家
元
の
千
宗
左
氏
が
千
家
の
再
興
に
尽
力

し
た
家
康
公
の
御
霊
に
感
謝
を
込
め
て
濃
茶

と
薄
茶
を
た
て

た
後
、神
職
が

本
殿
へ
献
上
し

ま
し
た
。後
藤

会
頭
や
表
千
家

同
門
会
の
鈴
木

与
平
静
岡
県
支

部
長
ら
が
玉
串

を
さ
さ
げ
、拝

礼
し
ま
し
た
。

　

会
員
同
士
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
と
し

て
開
催
。今
回
が
第
１
回
目
で
お
役
立
ち
情

報
の
提
供
や
講
話
の
後
、交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。業
種
の
異
な
る
会
員
同
士
が
名
刺
交
換
、

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
繋
が
る
よ
う
情

報
交
換
、親
睦
を

深
め
ま
し
た
。今

後
、静
岡
事
務
所
、

清
水
事
務
所
で
定

期
的
に
開
催
し
ま

す
の
で
、お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

駿
府
城
を
愛
す
る
会
の
会
員
な
ど
44
名
が

参
加
し
ま
し

た
。皇
居
東
の

江
戸
城
本
丸

地
区
や
増
上

寺
宝
物
館
を

視
察
し
た
ほ

か
、江
戸
東
京

博
物
館
で
期

間
限
定
開
催

の
「
徳
川
の

城
」
特
別
展

も
見
学
し
ま

し
た
。

　

当
所
静
岡
国
際
貿
易
経
済
協
議
会
で
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
沿
っ
た
ハ
ラ
ー
ル
を
正
し

く
理
解
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、豚
由
来
の

食
品
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
宗
教
上
、禁
じ
ら
れ

て
い
る
事
柄

や
、観
光
目

的
で
来
日

し
て
い
る
比

較
的
寛
容

な
ム
ス
リ
ム

の
現
状
を

説
明
し
ま

し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

移
動
常
議
員
会（
甲
府
市
）

甲
府・富
士
吉
田
商
工
会
議
所

女
性
会
と
の
交
流
会

・中部横断自動車道経済懇談会総会で挨拶する後藤会頭・甲府商工会議所役員との意見交換会の様子

・天下分け目の開戦地を参加者29名が見学

・交流会で活発な情報交換を行う参加者

・86名の聴講者を前に熱く語るハラル･ジャパン
協会佐久間代表理事

・表千家家元や徳川恒孝氏、川勝県知事ら参加者で記念撮影

・高さ１８メートルの江戸城天守台前にて記念撮影

・ふじさんミュージアムにて富士山信仰の歴史を学ぶ

ハ
ラ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

9/29

駿
府
城
を
愛
す
る
会

「
徳
川
の
城
」視
察
会

9/26

9/7

家
康
公
四
百
年
祭 

献
茶
式

9/24

徳
川
み
ら
い
学
会

関
ヶ
原
古
戦
場
と
大
垣
城
を
巡
る
旅

会
員
サ
ロ
ン
27・９

9/25

9/3

9/15



　

家
康
公
の
功
績
を
学
び
、歴
史
や
文
化
に

触
れ
る
イ
ベ
ン
ト「
駿
府
天
下
泰
平
ま
つ
り
」

を
９
月
18
日
〜
27
日
の
10
日
間
、駿
府
城
公

園
等
で
開
催
し
ま
し
た
。６
年
ぶ
り
と
な
る
秋

の
大
型
連
休
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
重
な
り
、

ま
た
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、市
内
外
か

ら
約
70
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。以
下
で
は
実

施
し
た
イ
ベン
ト
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

18
日
夜
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
。約
４
０
０
人
の
市
民
行
列
が
静
岡
浅
間

神
社
か
ら
明
か
り
の
灯
っ
た
風
船
を
持
っ
て
駿

府
城
公
園
に
集
ま
り
ま
し
た
。セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
徳
川
宗
家
18

代
当
主
徳
川
恒

孝
氏
の
長
男
家

広
氏
が「
徳
川
時

代
の
平
和
は
駿

府
か
ら
生
ま
れ

た
」と
挨
拶
し
、

10
日
間
の
ま
つ
り

が
開
幕
し
ま
し

た
。

　

期
間
中
、駿
府
城
公
園
内
に
は「
学
ぶ
」「
遊

ぶ
」「
感
じ
る
」「
味
わ
う
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
様
々
な
催
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。毎
夜
、天
守
台
跡
地
に
は
直
径
２
メ
ー

ト
ル
の
球
体
１

０
８
個
が
浮
か

べ
ら
れ
、光
の
天

守
を
再
現
。光

と
音
楽
の
シ
ョ

ー
や
参
加
型
の

イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
で
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し

た
。家
康
公
に
つい
て
楽
し
く
学
べ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン「
謎
解
き
家
康
御
殿
」や
中
心
市
街
地

に
隠
さ
れ
た
宝
を
探
し
出
す
ゲ
ー
ム「
徳
川
埋

蔵
金
を
探
せ
！
」、武
道
や
将
棋
な
ど
が
体
験

で
き
る「
家
康
公
文
武
館
」な
ど
も
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。他
に
も
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
創
っ

た
高
さ
15
メ
ー

ト
ル
の
駿
府
城

モ
ニュ
メ
ン
ト
が

姿
を
見
せ
る
中

で
、懐
か
し
の

遊
び
体
験
や
伝

統
工
芸
品
の
展

示
販
売
を
す
る

店
が
立
ち
並
ぶ

「
駿
府
城
下
町
」も
あ
り
、公
園
内
は
当
時
の

雰
囲
気
を
味
わ
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
康
公
の
尽
力
で
実
現
し
た
平
和
外
交
の

象
徴
で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。19
日
に
は
朝
鮮
通
信
使
の

行
列
を
総
勢
３
０
０
名
で
再
現
し
、そ
の
後
日

韓
の
友
好
を
願
い
、正
使
役
の
韓
国
俳
優
イ
ジ

ョン
ス
さ
ん
と
家
康
公
役
の
小
長
谷
副
市
長
と

で
親
書
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、21
日

に
は
静
岡
市
民

文
化
会
館
で
釜

山
市
立
舞
踊
団

の
ス
テ
ー
ジ
披
露

や
静
岡
ま
つ
り
技

の
会
な
ど
の
静
岡

の
団
体
と
の
舞
台

共
演
が
あ
り
、日

韓
の
文
化
に
つ
い

て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

静
岡
市
出
身
で
中
国
か
ら
お
茶
を
伝
え
た

聖
一
国
師
が
開
山
し
た
京
都・東
福
寺
か
ら
、

静
岡
市
へ
紅
葉
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

駿
府
城
公
園
で

植
樹
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。後

藤
康
雄
会
頭
は

「
駿
府
城
公
園

を
春
は
桜
、秋

は
紅
葉
を
楽
し

め
る
公
園
に
し

た
い
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
27
日
夜
に
は
会
場
内
ス
テ
ー
ジ
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。10
日
間
の
イ
ベン

ト
に
携
わ
っ
た
関
係
者
が
壇
上
に
あ
が
り
、家

康
公
への
想
い
を
各
々
述
べ
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
か
ら
は
家
康
公
が
築
い
た
平
和

社
会
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
よ
う
平
和
都

市
宣
言
が
行
わ
れ
、最
後
に
四
百
年
の
歴
史
の

上
に
新
し
い
歴

史
を
積
み
上
げ

て
い
く
と
い
う

強
い
意
思
を
表

し
た「
４
０
０
＋

（
プ
ラ
ス
）」を
キ

ッ
ク
オ
フ
す
る
こ

と
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

光
と
音
の
演
出
シ
ョ
ー
な
ど
見
ど
こ

ろ
満
載
の
常
設
展
示
や
イ
ベ
ン
ト 9/18

淡
く
光
る
風
船
を
手
に
し

て
駿
府
城
公
園
に
集
結

日
韓
友
好
へ
親
書
交
換

9/28

歴
史
文
化
の
ま
ち
静
岡
を

目
指
し
て

9/23

京
都
・
東
福
寺
の
紅
葉
が

静
岡
に

9/19
～21

・家康公の生涯をモチーフにした光と音のショ
ーを開催

・淡く光る風船が会場を幻想的にする

・威風堂 と々再現行列が練り歩いた

・声高らかに平和都市を宣言する田辺市長
・紅葉の植樹を行う東福寺の爾（その）英晃主
事長（右から二人目）

・公園内は当時の駿府にタイムスリップしたか
のよう

来
場
者
数
70
万
人
を
達
成
！

家
康
公
四
百
年
祭
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト 

「
駿
府
天
下
泰
平
ま
つ
り
」を
開
催



徳
川
の
平
和 

そ
の
智
恵
と
遺
産

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業
静
岡
部
会
事
業
実
施
本
部
は
９
月
25
日
、

世
界
史
上
で
類
を
見
な
い
２
６
５
年
間
の
平
和
を
実
現
し
た
徳
川
時
代
に
つ

い
て
考
え
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
徳
川
の
平
和　

そ
の
智
恵
と
遺
産
」を
静

岡
市
民
文
化
会
館
で
開
催
。芳
賀
徹
徳
川
み
ら
い
学
会
会
長
を
司
会
に
、ロ
ナ

ル
ド・ト
ビ
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
名
誉
教
授
、ボ
ダ
ル
ト・ベ
イ
リ
ー
大
妻
女
子

大
学
名
誉
教
授
、笠
谷
和
比
古
帝
塚
山
大
学
教
授
、上
垣
外
憲
一
大
妻
女
子
大

学
教
授
、タ
イ
モ
ン・ス
ク
リ
ー
チ
英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
が
自
身
の
研
究

成
果
と
意
見
を
述
べ
、静
岡
市
民
ら
４
０
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

各
氏
の
意
見
要
旨
は
次
の
通
り
。

ト
ビ
●
徳
川
家
康
は
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
文

禄・慶
長
の
役
の
後
始

末
を
引
き
受
け
、敵

対
的
な
関
係
か
ら
平

和
的
な
関
係
に
切
り
替
え
る
た
め
に
尽
力
し

た
。12
回
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
は
日
本
と

外
国
の
平
和
的
な
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
だ
が
、徳

川
幕
府
は
、朝
鮮
通
信
使
行
列
を
民
衆
に
見

せ
、絵
師
に
描
か
せ
る
こ
と
で
、外
国
人
が
日

本
の
武
威（
軍
事
力
）を
怖
れ
て
日
本
に
来
る

と
宣
伝
し
た
。

ベ
イ
リ
ー
●
ケ
ン
ペ
ル

は
１
６
９
０
年
に
来

日
し
、帰
国
後「
廻
国

奇
観
」を
出
版
し
、徳

川
時
代
の
珍
し
さ
を

西
洋
に
紹
介
し
た
。こ
れ
を
読
ん
だ
カ
ン
ト

は
、講
義
の
中
で
名
君
綱
吉
に
つ
い
て
話
し
、

「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」の
中
で
ケ
ン
ペ
ル
に
似

た
考
え
を
述
べ
た
。ケ
ン
ペ
ル
の「
日
本
誌
」は

ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
が
、異
教
の
国
日
本
に

対
す
る
賛
美
は
当
時
ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
受
け
入

れ
が
た
く
、彼
の
原
稿
を
正
し
く
反
映
し
て
い

な
い
。

笠
谷
●
家
康
政
治
の

特
色
は
、源
頼
朝
以

来
の
武
家
政
治
の
伝

統
に
依
拠
し
た
政
治

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。武
家
諸
法
度
は
、鎌
倉
幕
府
の
貞
永
式
目

を
意
識
し
、そ
れ
に
時
代
の
変
化
を
考
慮
し

た
体
裁
と
し
た
。法
度
伝
達
の
際
に
は
将
軍

が
座
を
は
ず
し
て
林
羅
山
が
読
み
聞
か
せ
る

形
を
と
り
、武
家
社
会
の
自
然
法
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
。ま
た
、大
名
領
有
権
を
尊
重
し
、

外
様
大
名
は
一
国
の
完
全
領
有
方
式
と
し
て

領
地
を
固
定
し
、譜
代
大
名
の
行
政
的
な
転

封
だ
け
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
が
徳
川
２
６
０
年

の
平
和
を
つ
く
っ
た
根
本
的
な
原
則
で
あ
る
。

上
垣
外
●
対
馬
藩
で

50
年
間
、朝
鮮
と
の

外
交
を
担
当
し
た
雨

森
芳
洲
は「
誠
と
信

が
外
交
に
お
い
て
最

も
大
切
」と
述
べ
て
い
る
。そ
の
由
来
は
、藤
原

惺
窩
が
家
康
の
意
を
受
け
て
ベ
ト
ナ
ム
の
権
力

者
に
送
っ
た
書
簡
に
求
め
ら
れ
る
。そ
の
書
簡

に「
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
書
簡
に
は
信
の一
語
が
あ

る
。国
家
を
治
め
る
上
で
、誠
は
最
も
重
要
な

こ
と
。衣
服
や
言
語
は
異
な
っ
て
も
共
通
す
る

も
の
が
あ
る
」と
書
い
て
い
る
。共
通
す
る
も
の

と
は
、人
間
性
の
こ
と
で
あ
り
、西
洋
の
啓
蒙

思
想
よ
り
も
早
い
時
期
に
人
間
性
と
い
う
観

念
を
持
ち
出
し
て
い
る
。家
康
の
心
の
中
に
は

惺
窩
の
理
想
が
響
い
て
い
て
、そ
れ
が
徳
川
２

６
０
年
の
平
和
の
も
と
に
な
っ
た
。

ス
ク
リ
ー
チ
●
最
初

の
イ
ギ
リ
ス
船
の
船

長
が
駿
府
で
家
康
に

謁
見
し
、望
遠
鏡
を

献
上
し
て
帰
国
し
た

直
後
、４
隻
の
イ
ギ
リ
ス
船
が
日
本
に
向
か
っ

た
。日
本
人
が
美
術
品
を
愛
好
し
て
い
る
と
知

り
、船
に
は
油
絵
と
版
画
が
積
み
込
ま
れ
た
。

版
画
の
ひ
と
つ
は
国
会
議
事
堂
内
の
国
王
を

描
い
た
も
の
で
、イ
エ
ズ
ス
会
の
人
た
ち
が
国
王

を
暗
殺
し
よ
う
と
国
会
に
仕
掛
け
た
火
薬
が

発
見
さ
れ
、国
王
が
神
様
に
守
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
た
。イ
ギ
リ
ス
商
館
長
が
幕
臣
に
こ

の
版
画
の
説
明
を
す
る
と
、翌
日
に
は
イ
エ
ズ

ス
会
の
人
た
ち
が
日
本
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

芳
賀
●
徳
川
時
代
の

初
期
、ヨ
ー
ロッ
パ
で
は

旧
教
と
新
教
の
対
立

が
あ
り
、徳
川
幕
府

は
、今
の
よ
う
な
情
報

網
が
な
い
な
か
で
、よ
く
判
断
し
て
オ
ラ
ン
ダ

を
選
ん
だ
と
感
心
す
る
。イ
エ
ズ
ス
会
は
九
州

を
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
た
。日
本
は
、き
わ

ど
い
と
こ
ろ
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
。

　

家
康
か
ら
80
年
後
、政
治
的
社
会
的
に
安

定
し
、パ
ッ
ク
ス・ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
が
実
現
し
た

元
禄
時
代
に
、戦
争
状
態
の
ヨ
ー
ロッ
パ
か
ら
ケ

ンペ
ル
が
や
って
き
て「
鎖
国
論
」を
書
い
た
。

　

私
た
ち
は
、明
治
維
新
は
徳
川
が
遺
し
た

最
大
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
だ
。阿

部
正
弘
は
幕
府
の
老
中
と
し
て
ア
ヘン
戦
争
で

イ
ギ
リ
ス
が
い
か
に
中
国
を
侵
略
し
た
か
を

研
究
し
た
。欧
米
と
の
戦
争
は
愚
で
あ
る
と

考
え
て
、開
国
に
踏
み
き
っ
た
。徳
川
日
本
を

見
直
す
こ
と
は
、現
在
の
日
本
を
考
え
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、大
変
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。

（
文
責・静
岡
商
工
会
議
所 

企
画
広
報
室
）

ロナルド・トビ 氏

笠谷和比古 氏

上垣外憲一 氏

芳賀　徹 氏

ボダルト・ベイリー 氏

タイモン・スクリーチ 氏

か
み
が
い
と

あ
め

の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

せ
い 

か
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誌 上

経営
相　談

著
作
権
は
著
作
物
を
創
作
し
た
と
き
に
発
生

商
標
権
は
商
標
登
録
を
出
願
し
、審
査
に
パ
ス
し
、登
録
料
納
付
後
に
発
生

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
関
す
る
報
道
の

中
に
著
作
権
、商
標
権
と
い
う
言
葉
が
度
々
で
て
き
ま
す
が
、こ
れ

ら
は
ど
の
よ
う
な
権
利
な
の
で
し
ょ
う
か
？

POINT

著
作
権
は
著
作
物
を
創
作
し
た
と
き
に
発
生

OINT 著
作
権
、商
標
権
と
は
何
か

著
作
権
と
は

商
標
権
と
は

吉川国際特許商標事務所
弁理士
静岡商工会議所・専門相談員

吉川晃司 さん

回 答 静
岡
商
工
会
議
所
で
は
毎
月
第
４
火
曜
（
静

岡
支
所
）、
偶
数
月
第
３
水
曜
（
清
水
支
所
）、

奇
数
月
第
４
水
曜
（
清
水
産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ
）

に
発
明
・
特
許
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所 

電
話 

０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

清
水
支
所 

電
話 

０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
１

静
岡
市
清
水
産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ 

電
話 

０
５

４‐

３
５
５‐

５
４
０
０
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
著
作
権
の
発
生
）

　

著
作
権
は
、著
作
物
を
創
作
す
る
こ
と
に
よ

り
発
生
し
ま
す
。著
作
物
と
は
思
想
ま
た
は
感

情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、文

芸
、学
術
、美
術
ま
た
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

　
エ
ン
ブ
レ
ム
に
限
ら
ず
、小
説
、論
文
、絵
画
、

楽
曲
等
が
著
作
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。著
作
権
は
、権
利
の
取
得
に
あ
た
って
役
所

な
ど
に
届
け
出
る
必
要
は
な
く
、著
作
物
を
創

作
し
た
と
き
に
発
生
し
ま
す
。

（
著
作
権
の
内
容
）

　

著
作
権
は
、「
財
産
権
と
し
て
の
著
作
権
」と

「
著
作
者
人
格
権
」の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
財
産
権
と
し
て
の
著
作
権
」

　

た
と
え
ば
、エ
ン
ブ
レ
ム
を
創
作
し
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
、こ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
使
用
を
希
望
す
る

企
業
と
契
約
し
て
使
用
料
を
得
る
場
合
が「
財

産
権
と
し
て
の
著
作
権
」の
行
使
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。エ
ン
ブ
レ
ム
を
企
業
の
商
品
に
付

す
、す
な
わ
ち
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
エ
ン
ブ
レ
ム
の
複

製
を
第
三
者
に
認
め
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
わ

け
で
す
。こ
れ
を
複
製
権
と
い
い
、著
作
権
制
度

の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
財
産
権
と
し
て
の
著
作
権
」の
存
続
期
間

は
原
則
と
し
て
著
作
者
の
死
後
50
年
で
終
了
し

ま
す
。

　
こ
の「
財
産
権
と
し
て
の
著
作
権
」は
譲
渡
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
た
が
っ
て
、会
社
が
デ

ザ
イ
ナ
ー
か
ら
エ
ン
ブ
レ
ム
に
関
す
る「
財
産
権

と
し
て
の
著
作
権
」を
譲
渡
し
て
も
ら
い
、こ
の

譲
渡
し
て
も
ら
っ
た「
財
産
権
と
し
て
の
著
作

権
」に
基
づ
い
て
第
三
者
へエン
ブ
レ
ム
の
使
用
を

許
諾
し
て
、使
用
料
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
著
作
者
人
格
権
」

　

た
と
え
ば
、デ
ザ
イ
ナ
ー（
著
作
者
）に
無
断

で
エン
ブ
レ
ム
の
一
部
を
変
更
し
て
使
用
す
る
と
、

「
著
作
者
人
格
権
」を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。デ
ザ
イ
ナ
ー
の
人
格
的
利
益
を
害
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
「
著
作
者
人
格
権
」は
著
作
者
の
死
亡
に
よっ

て
消
滅
し
ま
す
。「
著
作
者
人
格
権
」は
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。デ
ザ
イ
ナ
ー
の
人
格

的
利
益
を
護
る
も
の
で
あ
り
、一
身
専
属
的
な

も
の
だ
か
ら
で
す
。

（
商
標
権
の
発
生
）

　

商
標
権
は
、特
許
庁
に
商
標
登
録
出
願
を
行

い
、審
査
に
パ
ス
し
、さ
ら
に
登
録
料
を
納
付
す

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。商
標
と
は
、事
業
者
が

自
己
の
商
品・役
務（
サ
ー
ビ
ス
）を
他
人
の
も
の

と
区
別
す
る
た
め
に
使
用
す
る
マ
ー
ク（
識
別

標
識
）で
す
。

　
エ
ン
ブ
レ
ム
に
限
ら
ず
、文
字
、記
号
、立
体
的

な
形
状
等
も
商
標
と
な
り
ま
す
。

（
商
標
権
の
内
容
）

　

商
標
権
は
、商
標
権
者
が
指
定
商
品
ま
た
は

指
定
役
務
に
つい
て
登
録
商
標
を
使
用
す
る
権

利
を
専
有
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、登
録
商
標
を
正
当
な
権
限
の
な
い

他
人
が
指
定
商
品
ま
た
は
指
定
役
務
に
使
用

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。な
お
、指
定
商

品（
指
定
役
務
）に
つい
て
使
用
を
許
諾
す
る
使

用
権
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

商
標
権
の
存
続
期
間
は
、設
定
登
録
の
日
か

ら
10
年
で
す
。た
だ
し
、更
新
登
録
申
請
に
よ
っ

て
更
新
で
き
、20
年
、30
年
、40
年…

存
続
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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選
手

　

弊
社
は
、１
９
４
５
年
創
業
以
来
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
企
業
と
し
て

商
業
美
術
印
刷
を
主
体
に
Ｗ
ｅ
ｂ
制

作
、デ
ジ
タ
ル
対
応
、企
画
・
撮
影
か

ら
印
刷
・
製
本
・
発
送
ま
で
一
貫
し
て

で
き
る
総
合
印
刷
会
社
で
す
。

　

８
月
12
日（
水
）清
水
エ
ス
パ
ル
ス

公
式
戦
で
は「
星
光
社
印
刷
応
援

デ
ー
」と
し
て
、日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ

様
の
ご
協
力
も
頂
き
、総
勢
３
５
０

名
程
の
応
援
団
と
し
て
エ
ー
ル
を
送

る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
エ

ス
パ
ル
ス
の
サ
ッ
カ
ー
を
信
じ
て
、チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
意
気
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈連絡先〉
星光社印刷株式会社
静岡市駿河区豊田３丁目6-12　TEL054-286-3131（代表）
http://www.spdigital.net/

星
光
社
印
刷
株
式
会
社

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
エ
ス
パ
ル
ス
を

応
援
し
た
い
！

社員の家族も含めての応援団

ピッチ上でパルちゃん達と記念撮影に納まる藤ヶ谷社長

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
わ
り
の
選
手
の
長
所
を
引
き
出
す

　

高
校
生
の
頃
は
、

プ
ロ
の
選
手
に
な
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、大
学

に
入
っ
て
、エ
ス
パ
ル
ス

の
ス
カ
ウ
ト
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、大

学
サ
ッ
カ
ー
の
な
か

で
手
ご
た
え
を
感
じ

て
、さ
ら
に
上
を
め
ざ
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
中
盤
の
真
ん
中
、

ボ
ラ
ン
チ
や
ト
ッ
プ
下
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、プ
ロ
１

年
目
に
、ゴ
ト
ビ
監
督
か
ら「
サ
イ
ド
バッ
ク
が
一
番
フ
リ
ー
で

ボ
ー
ル
を
持
て
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、そ
こ
か
ら
攻
撃
の
起

点
に
な
っ
て
く
れ
」と
言
わ
れ
て
、サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
起
用
さ

れ
ま
し
た
。練
習
中
は
監
督
に
怒
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、

い
い
プ
レ
ー
を
し
た
時
に
は「
ナ
イ
ス
」と
言
っ
て
気
持
ち
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
試
合
に
臨

む
こ
と
が
で
き
、１
年
目
、２
年
目
は
32
試
合
、３
年
目
は
30

試
合
に
出
場
で
き
ま
し
た
。

　

大
榎
監
督
の
時
は
、選
手
が
幅
広
く
起
用
さ
れ
た
た
め
、

試
合
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
こ
と
が
多
く
、意
思
の
疎

通
を
は
か
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

田
坂
監
督
の
サ
ッ
カ
ー
は
、球
際
を
厳
し
く
い
き
、１
対
１

で
負
け
な
い
と
い
う
ベ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、出
る
選
手
が
変
わ

っ
て
も
、み
ん
な
が
同
じ
サ
ッ
カ
ー
を
思
い
描
い
て
、試
合
に
臨

め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。攻
撃
に
つ
い
て
は
選
手
の
判
断
に
任

さ
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
の
で
、選
手
同
士
が
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
も
っ
と
深
め
て
い
か
な
い
と
、い
い
攻
撃
が
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
今
季
は
、身
体
を
強
く
し
よ
う
と
、筋
ト

レ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
、ま
わ
り
の
選
手
が
ど
う
し
た
ら
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
で
き
る
か
を
常
に
考
え
て
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。練
習
の

中
で
選
手
の
特
徴
を
把
握
し
て
、そ
の
長
所
を
引
き
出
し
、

弱
点
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
、心
が
け
て
い
ま
す
。

　
エ
ス
パ
ル
ス
に
は
同
世
代
の
選
手
が
多
く
、僕
ら
の
世
代
が

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。結
果
が
出
な
い
な
か

で
も
応
援
し
て
く
れ
る
方
が
多
く
、こ
の
状
況
を
一
日
も
早

く
改
善
で
き
れ
ば
と
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。引
き
続
き

サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け
た
ら
、あ
り
が
た
い
で
す
。

（
10
月
６
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
９
年
８
月
４
日
、藤
枝
市
生
ま
れ
。小
学
校
１
年
生

で
青
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
、藤
枝
東
Ｆ
Ｃ
を

経
て
、２
０
０
７
年
、静
岡
県
立
藤
枝
東
高
校
で
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会・準
優
勝
。２
０
０
９
年
、慶
応
義
塾

大
学
２
年
生
か
ら
特
別
指
定
選
手
と
し
て
エ
ス
パ
ル
ス
の
鹿

児
島
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
。２
０
１
１
年
、ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
深

圳
大
会
で
優
勝
。２
０
１
２
年
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
加
入
。



只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２7年7月1日～31日の間でご加入された事業所です。（順不
同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

小柳　真七子
田中　和幸
菊池　雅章
村松　一成
中村　文雄
小野田　猛之
真﨑　新一
髙橋　一人
蒲原　伸卓
小林　明美
勝亦　政憲
高木　一成
川口　譲
大石　健太
小澤　輝高
大倉　数馬
小川　将史
京井　麻由
加藤　陽児
萱沼　淑彦
齊田　章
永田　敏明
髙橋　康司
白鳥　圭一郎
近藤　隆太
岩﨑　眞也
松下　善行
前島　國治
小野　守
馮　政維
仲田　剛
川口　正太郎
石割　啓道
浅沼　晋
安本　智勝
小川　修
小名　孝廣
土肥　直人
古川　芳久
森下　ヨシエ
石原　美香
牧野　幸則
鈴木　和英
市川　光男
山崎　祥央
杉山　千鶴子
松岡　夏樹
望月　良規
秋保　憲一
髙瀬　泉
勝見　誠之
福本　清隆
城内　正行
加藤　洋祐
櫻井　亮
平野　佑紀
小池　幸人
宮永　純子
栗田　正光
漆畑　政彦
鈴木　航
齋藤　一輝

衣料品卸売
和食・大衆割烹
管工事業
理容業
農機具修理・販売・輸出、農産物肥料販売
美容業
自然食品、自然化粧品の販売
矯正歯科
土木・基礎工事業
動物の葬儀
移動式自動車板金塗装
通信工事業
雨水タンクの販売
ヘアサロン
合成樹脂製品卸売
ウェブサイトの制作、各種広告物の企画及び制作、中国語の翻訳
塗装業
保育所
美容室
飲食業
鍼灸マッサージ
解体工事業
経営コンサルタント
飲食店
獣医
介護保険法による通所介護の居宅サービス事業
二輪車の販売、修理、部品の販売、保険
経営コンサルティング
日用品販売
飲食業
経営コンサルタント
飲食業
不動産賃貸業
スポーツジム
印刷物等セットアップ
不動産管理業
航空運送
美容業
司法書士
清掃、リフォーム、廃棄物処理
運送業
売電事業
中古自動車買取販売
建設業
建設業
居酒屋
居酒屋
鉄筋工事
外溝工事、リフォーム工事
飲食業
出版物及び印刷物の企画、制作、デザイン、編集
電気工事業
浄化槽設備
婦人服販売
男性用下着小売
トータルデザインコーディネート
総合印刷業
化粧品企画開発製造卸販売
一級建築士・建築設計事務所
歯科技工
カフェメニュー、ドリンクの提供
衣料品小売り

静岡市駿河区北丸子1-2-11
静岡市駿河区馬渕3-14-35
静岡市清水区八千代町7-43
静岡市葵区沓谷6-16-4
静岡市駿河区手越原257-12
静岡市駿河区東新田2-15-18
静岡市葵区川合2-25-50-402号
静岡市駿河区池田79-1
静岡市葵区平和3-15-5－6号
静岡市葵区産女987-1
静岡市駿河区小鹿3-12-5
静岡市葵区北安東1-30-12
静岡市葵区大岩2-47-20
静岡市葵区御幸町7-5 アイセイドービル２Ｆ
静岡市葵区北安東4-15-10-3号
静岡市駿河区有東3-8-30－105
静岡市葵区下871-5
静岡市葵区松富2-14-44 ハイカムールＫ202号
静岡市葵区両替町1-7-7 アミイビル２Ｆ
静岡市駿河区用宗1-29-1
静岡市葵区昭府1-19-50
静岡市葵区瀬名3-1-18
静岡市葵区御幸町11-8 山口駅前ビル2F
静岡市駿河区稲川1-1-29
静岡市駿河区みずほ3-1-1
静岡市駿河区高松1972-12
静岡市駿河区有東3-12-13
静岡市駿河区曲金2-2-4
静岡市駿河区西脇543-7
静岡市駿河区登呂3-18－D203
静岡市葵区大岩2-12-15
静岡市駿河区八幡1-3-13 エターナル八幡107
静岡市葵区大岩2-43-12
静岡市葵区新通1-3-6
静岡市駿河区西脇1184-1
静岡市葵区三番町11-4
静岡市駿河区用宗5-17-24
静岡市清水区草薙1-14-9
静岡市清水区入船町9-3 ポルトハイツ308
静岡市清水区中之郷2-14-15 中ノ郷アパート１Ａ
静岡市清水区長崎新田267-8
静岡市清水区山切33-5
藤枝市瀬戸新屋304-2
静岡市清水区七ツ新屋1-9-22
静岡市清水区由比1029
静岡市清水区銀座12-6
静岡市清水区真砂町5-25
静岡市清水区石川新町11-12
静岡市清水区折戸433-62
静岡市清水区巴町7-19
静岡市駿河区中原707-4
静岡市駿河区八幡4-6-21
静岡市葵区瀬名川2-11-3
静岡市葵区鷹匠2-10-8 パサージュ鷹匠2-B
焼津市大住281-6
静岡市清水区山原295-93
静岡市清水区鶴舞町2-31
静岡市駿河区谷田5-5 403
静岡市清水区柏尾204-2
静岡市葵区若松町44-5
静岡市駿河区南町10-14 オラシオン南町Ⅱ 2F
静岡市葵区七間町10-5 樋口ビル1Ｆ

事業所名
㈱トーア
味処 奥むら
㈱菊池工業
ＢＯＯＴＥＮ
㈱静岡農機情報センター
㈲ジャパンヘアクラブ
㈲ハッピーフレンド
ふじみ歯ならびクリニック
かんばら建設
企業組合動物の森
カーメディカル㈱
高木電気通信
縁グループ
Ｓｉｇｎ ｈａｉｒ
㈱ワーズウィズ
㈱エル・チナ
デコラエイト
野外保育ゆたか
パース ヘア デザイン
のぶいち
さいた治療院
㈲永建
ＹＭＴコンサルティング㈱
ＥＫＩＮＡＮ酒場 ジョニーとスミス
㈱ＩＲＫ
㈱蒼空
登呂ホンダ
前島企画
㈲小野商店
馮　政維
コンサルティングオフィス・ナカダ
ルナタベ
石割　啓道
Ｆ－バード ボクシングジム
㈱Ｙ.Ｍ.Ｃ
㈲住まいる管財
シークエンス航空㈱
ａ ｂｉｅｎｔｏｔ
古川芳久司法書士事務所
森下美装
石原建材
牧野　幸則
㈱鈴英
アイエムホーム㈱
ホームプライド㈱
木瓜
かくれ家 ろぶ村
望月　良規
住まいるテック静岡
じいばあ
㈱ネクスト
㈱エフレックス
城内設備
ｒｏｍａｎｅ
㈱ｓｕｎｎｙ ｖｏｉｃｅ
デザインオフィス Ｆａｍｉｌｉａｒ－Ｓ
文光堂印刷㈱ 静岡営業所
日本リンパ美容健康普及会
㈱ハートワークスデザインオフィス
デンタルスタジオ・Ｍ
ＳＵＮＳＥＴｃａｆｅ
ＨＥＩＧＨＴＳ



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

WEB：http://www.tax.io/　又は 原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

弥生15シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指導も行
っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。既にソフト

購入

済の方へ

年末調整セミナー2015年末調整セミナー2015
今年もこの時期がやってまいりました。毎年ご好評いただいております弥生給与年末調整セミナーの開催が決
定しました。お一人様1台のパソコンを使用し、弥生給与での年末調整の操作方法を詳しくご説明いたします。

時　間 日　程
午前の部

9：30～12：00
午後の部

14：00～16：30

【定員】各日程　6名
【会場】当事務所1Fセミナールーム
【料金】￥16,200-
【お申込み】弥生株式会社HP（http://www.yayoi-kk.co.jp/）の専用ページ
からお申込みください。ご不明な点は当事務所までお問い合わせください。

定員 /会場 /料金

今年も開催決定！
“かんたん” “やさしい” “いちばん売れている”　弥生シリーズで、会社経理をもっと楽しく

11月20日㈮
11月27日㈮

11月25日㈬
12月 2日㈬

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

11月24日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
11月25日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

昼食付感謝企画

キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

10月 6日（火）～ 9日（金）
10月12日（月祝）
11月 3日（火祝）
11月10日（火）～13日（金）
11月23日（月祝）
12月 1日（火）～ 4日（金）
12月22日（火）・24日（木）・25日（金）
12月23日（水祝）

昼食付 12,880円
昼食付 16,660円
昼食付 16,660円
昼食付 12,880円
昼食付 16,660円
昼食付 11,800円
昼食付 11,800円
昼食付 15,040円

感謝デー10，720円
10月27日（火）～30日（金）　12月15日（火）～18日（金）



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-0008 静岡市清水区押切63-3-101
TEL 054-340-7877　FAX 054-368-4056
http://kazkikaku.co.jp/

㈱KAZ企画

〒422-8076 静岡市駿河区八幡1-5-32 （静ガス本社南隣り）
TEL＆FAX 054-284-2133
http://www.soleil-roppongi.com

フラワーショップ ソレイユ 六本木

〒420-0032 静岡市葵区両替町2-7-16
TEL＆FAX  054-205-5770

食彩いろいろ あんばい
〒424-0037 静岡市清水区袖師町575-1
TEL 054-368-5011　FAX 054-368-5252
http://designworks-act.co.jp

㈱デザインワークス

地震から家族を守る鉄筋コンクリート住宅
色褪せない恒久的な美しさと圧倒的な基本性能を誇るデザイ

ンワークスのRC
住宅。1階RC造
+2階木造とした
高コストパフォーマ
ンスのDC-Style
も人気です。初期
プランニング無料
です。是非お問合
せ下さい！

〒422-8041 静岡市駿河区中田4-7-12-407
TEL 090-3389-0019　FAX 054-286-6814

㈱はなすず

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町9-3芝田ビル3階B
TEL 054-260-7236　FAX 054-260-7237
http://ultoco.com/ 

㈱あんどぷらす

売場にこだわるちょっと本気のネットショップ
定期購入、越境販売まで標準対
応の高機能ネットショップ制作サ
ービス「ウルトコ」がスタート。専用
SSL込み、カスタマイズ可能（オ
プション）で小規模～大規模サイ
トまで対応いたします。パートナー
も募集中！

初期162,000円（税込）～
月額32,400円（税込）～

静岡駅すぐのシェアカー/遺伝子検査
貸出し・返却・給油の手間不要。ベンツＣワゴンを15分税込
206円～でレンタル。「アース・カー」会員登録して下さい。／Ｄ
ｅＮＡライフサイエンスの280項目遺伝子検査税別29,800円。
ＱＵＯカード3,000円分進呈ＣＰ中！お電話ください。

日本酒・焼酎多数有！料理の味も良いあんばい
新鮮な魚介や旬の野菜の味を活かし、店主の創作アイデアが

アクセントになった
逸品揃い。料理に
合わせるお酒も充
実の品揃え。特に
焼酎は自らも焼酎
が好きという店主
自らが厳選、通を
唸らせる幻の銘柄
にも出会えます。

ハイセンスなアレンジ商品でご提案致します
店内は見て楽しく、やって楽しめる体験教室を実施中です。
これからは、クリスマスリースはいかがですか？講習費込で3千

円からできます。その他北海道直送
男爵イモのキタアカリを限定販売中
～是非一度ご来店下さい。

業務用エアコンの電気料をα-ＨＴで15%以上削減
驚異の省エネ効果があるα－ＨＴはメンテ、ランニングコストが
不要で耐用年数は10年以上。しかも豊田グループが総販売
元なので品質にも自信があります。正規代理店は県内では弊

社のみとなります。

特価410,400円（税込）



日時：平成27年11月28日（土）・29日（日） 9：30～16：00
場所：ツインメッセ静岡 ※静岡駅南口からツインメッセ静岡間で無料シャトルバスが運行されます。
問合せ先：マーケティング支援室（253-5113）

〒421-0121 静岡市駿河区広野3-17-20
TEL 054-266-3818　FAX 054-266-3817

いとう石工

天然石を利用した小物販売
当社は墓石販売がメイ
ンですが、石を身近に
感じて頂きたく「Stone 
in Life」（石のある生
活）をかかげて販売し
ております。是非あなた
好みの石小物を見つ
けて下さい。

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3-13-30
TEL 054-281-6978　FAX 054-281-6998

伊奈せんべい

せんべい・
あられの販売
今年で創業65年。国産米にこだ
わったせんべい・あられを製造・販
売しております。1袋216円の袋
詰め商品を2日間限定の特別価
格・3袋500円（税込）で販売。

静岡市初の
クラフトビール
静岡市で初のクラフトビール醸
造所「AOI BREWING」は、豊か
な香りや味わいが楽しめるエール
ビールを中心に、様々なタイプを
造っており、その中の樽生ビール
2種類が楽しめますよ。

〒420-0868 静岡市葵区宮ケ崎町30
TEL 054-294-8911　FAX 054-294-8911

AOI BREWING

静岡商工会議所ショッピングストリート
産業フェアしずおか 2015

産業フェアしずおかは、今年も特産・農産品の販売やキャラクターショー・
お笑いライブなど楽しい
企画が盛りだくさん！静岡
商工会議所ショッピングスト
リートコーナーも会員企業
自慢のお買い得商品をたく
さんご用意して皆様のご来場
をお待ちしております。

〒420-0922 静岡市葵区流通センター5-6
TEL 054-263-2581　FAX 054-263-2510

小倉屋㈱

久能山東照宮 献上焼海苔
徳川家康公顕彰四百
年祭の記念品に相応し
い、風味・口どけ良い九
州有明海産原料を使用
した焼海苔です。他、海
産農産乾物、食料品を
問屋価格にて特別販売
致します。

〒422-8002 静岡市駿河区谷田2-13
TEL 054-689-2932　FAX 054-689-2933

㈱R.C.C TRADE

究極のコミュニケーションスキル【素質論】体験
【素質論】とは生年月日
を基にした【帝王学】の
中の人心掌握術。最高
のパートナー、コミュニケ
ーションの達人、収入ア
ップ！家族円満！もっと！ず
っと !!うまくいく !!今す
ぐ、体験を。

〒421-0101 静岡市駿河区向敷地1198-1
TEL 054-669-5057　FAX 054-259-6869

㈱小柳津清一商店

静岡県産抹茶使用
の商品集合！！
老舗製茶問屋が厳選した静岡
県産抹茶を贅沢に使用した商品
を当日ご案内いたします。濃厚な
抹茶の味・風味を是非、お楽しみ
下さい。

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田1-9-43
TEL＆FAX 054-294-7095

㈱花宝

お肌に優しいオリジナル化粧品
沖縄久米島海洋深層
水をベースに美肌作り
に良いと言われている沖
縄産天然素材と最新の
原料で作ったお肌に優
しいオリジナル化粧品

素質論とは…
目に見えない心的傾向性を、生年月日をもと
に統計化した人間関係論

入場無料



〒424-0871 静岡市清水区上原2-5-10
TEL 054-348-1178　FAX 054-348-1176

㈱ショージ

イギリス雑貨･菓子･食品大特価！
イギリスで大ブームの雑
貨・菓子･食品を直輸入
販売いたします。ビートル
ズグッズを初め、おいしい
クッキー、キャンディ、A１
ステーキソースを格安に
て販売いいたします。

〒422-8033 静岡市駿河区登呂4-19-2-201
TEL 054-260-6211　FAX 054-260-6211

串焼さの竹

イカすみの焼きそば麺＆串焼き
イカすみの麺を海鮮塩タ
レで炒め、あっさりしてい
てとてもコクのある焼き
そばです。歯に色はつき
ません。大好評の串焼き
も販売いたします。

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2-7-24育英会ビル5F
TEL 054-275-0980　FAX 054-275-0981

㈱カミナリヤ

花粉の季節「すぎ・ひのきドリンク」
飲んですぐ納得！春のム
ズムズ、こんな敏感体質
から解放する。国民の多
くが憂鬱な春を送ってい
ますが、杉と桧のエキス
を飲むだけのお手軽ドリ
ンクで明るい春を取り戻
します。

〒422-8033 静岡市駿河区登呂1-16-41
TEL 054-374-3236　FAX 054-285-0329

GORDI

付け爪なのに
手が洗える！！
簡単に取り外しの出来るネイル
チップ。ブライダルのお色直しで
ネイルもお着替えできて大好評
です。爪を傷めない安全・安心ネ
イル。お子様用ネイルもご用意し
ています。

〒422-8076 静岡市駿河区八幡3-5-4
TEL 054-654-8302　FAX 054-340-8078

創作珈琲工房くれあーる

冷めても
美味しい珈琲
美味しい珈琲の見分け方をご存
じですか？それは淹れてから時間
が経っても味が落ちないことで
す。珈琲の国際審査会では冷め
ても美味しい物が評価されます。
それを是非味わって下さい。

〒424-0051 静岡市清水区北脇新田448-1
TEL 054-348-1129　FAX 054-348-2929

㈱静岡パワープラス

元気の源「熟成黒に
んにく」静岡で製造！
最高品質の黒にんにくを求め、
素材・製法にこだわった当社の
黒にんにくは甘くてフルーティー
な味わいです。にんにくが苦手な
方や臭いが気になる方でも安心
してお召し上がり頂けます。

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4-8ガーデンスクエア第3ビル9F
TEL 054-252-4560　FAX 054-252-4328

㈲JULIA

洋服が大好きな人、集まれ！！
アパレルの小売をしてま
す！今回も洋服をはじめと
するファッション関連商
品を多数揃えてます。産
業フェア価格になってま
すので皆さんに喜んでい
ただけます！！

〒420-0944 静岡市葵区新伝馬1-5-14
TEL 054-271-5521　FAX 054-273-5093

㈲川崎印刷紙工

駿府城・久能山東照宮クラフトキット
ペーパークラフトでお城
を作りました。この商品
は地場産品の商品とコ
ラボして今話題の駿府
城で地域活性や販売拡
大に繋がればと思い販
売致しました。



「自然の恵みを
おいしさに」
私たちは、昭和５２年に設立し、
食は自然に勝るものなしという基
本を忠実に、しじみスープ、じゃり
豆、おつまみしじみ等お客様にご
満足いただける商品の開発に
日々努力しております。

〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷2382-4
TEL 054-276-0011　FAX 054-276-0176

東海農産㈱

〒420-0061 静岡市葵区新富町2-1-1松永ビル
Mail:info@deizi.co.jp

orb〔オーブ〕（㈲デイジー）

オリジナル雑貨を
販売します！
ハンドメイドの温もりのあるオリジ
ナル雑貨が並びます。アウトレッ
トのお得なルームシューズやハン
ドメイドニットのアイテムもオススメ
です！orbオリジナル雑貨が盛り
沢山です！

〒421-0122 静岡市駿河区用宗2-15-31
TEL 054-259-2234　FAX 054-259-2254

㈲大信

なめらか＆ヘルシー！心太ぷりん
スイーツは大好きだけど、
カロリーが気になる方に
おすすめ「心太（ところて
ん）ぷりん」。なめらかな
プリンとしての美味しさも
抜群です。新たな製法で
県知事認定の経営革
新商品です。

〒420-0035 静岡市葵区七間町10-8松風堂ビル301
TEL 090-4210-1008　FAX 050-3153-2890

中小企業診断士玉置事務所

〒424-0817 静岡市清水区銀座9-11
TEL＆FAX 054-367-2870

ブティックSARASA［更紗］（㈱シルバーロード）

心地良い、和柄
プリントの木綿服
タイ・チェンマイの現地法人で生
産しているオリジナルデザイン衣
料、雑貨です。ゆとりある和テイス
トの衣料は心地良く、着る方の個
性を引き立てます。スペシャル価
格でのご提供です。

〒420-0017 静岡市葵区黒金町60
TEL 054-255-0970　FAX 054-255-0548

深むし茶の仙寿園

深むし茶の詰め放題
毎年皆様に大好評で
す。①深むし煎茶（味も
香りも良く、２度３度飲め
ます）②深蒸し棒茶（茎
の香気とさっぱりした味
が味わえます）③深むし
粉茶（濃い甘味と渋味
が味わえます）

〒424-0806 静岡市清水区辻4-8-20
TEL 054-366-6395　FAX 054-363-1155

㈲トクナガコーヒー

「富士山溶岩焙煎珈琲」の魅力！
おかげさまで創業６６年。
当店は世界中から厳選
した「スペシャルティコー
ヒー豆」を4方式焙煎
（熱風式、直火式、炭火
焼、溶岩焙煎）より吟味
し、「本格自家焙煎」を
行っております。

韓国屋台
韓国のり巻き、豚足、ちぢみ、竜
のひげ等、本場の韓国料理を味
わえます。尚、当日エンピツ画ア
ートも飾ってあるので、見に来て
ね！（結構好評です！）

〒420-0875 静岡市葵区美川町9-30
TEL 054-252-7153　FAX 054-252-7153

豊川商店

静岡のイイもの
西伊豆の佐野製麺さんから、黒
い麺でインパクトのある海賊焼
を。また、沼津・西浦のみかん農
家さんより、濃厚なのにさっぱりと
した、くぼたさんちのみかんジュー
スをご紹介します。



〒420-0886 静岡市葵区大岩4-25-33
TEL 054-246-1039　FAX 054-247-8780

㈲畳利 西村畳店

今年はPOP柄も増えました!!
畳縁バッグは続々と新
柄がデビュー！また、従来
通りオーダー製作も人気
です。地肌に触れる畳表
は生産過程がはっきりし
た日本国産の畳表をお
勧めしています。  

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17
TEL 054-355-5400　FAX 054-352-7817

静岡市清水産業・情報プラザ

静岡市清水産業・情報
プラザ入居者が合同出店
静岡市清水産業・情報プラザは、起業
家、創業者の育成を通じた産業振興
や、産学官による連携交流などに取組
んでいます。プラザ内創業者育成室の
入居者による事業ＰＲ・商品販売を行
います。

〒420-0032 静岡市葵区両替町1-6-8第1松永ビル601
TEL 054-254-0630　FAX 054-254-6300

㈱松永畳店

長兵衛®のデスク＆チェア「座・楽○」
用途に合わせてタイプは
2種類。和室はもちろん
洋室にもおしゃれな和の
アイテム。使い方は個性
に合せ自由自在。天然イ
草はＪＡ熊本産の1等
品、台座は耐久性ある
赤松の集成材です。

〒420-0001 静岡市葵区井宮町138
TEL 054-271-2411　FAX 054-271-2543

㈱三坂屋

栗の美味しさを堪能、秋の生どら！
くさデカ年間ランキング
第一位、夢どら(生どら)
は、定番4種、季節限定
の味など10種の味が楽
しめるケーキのようなどら
焼。実りの秋、栗芋の老
舗こだわりのスイーツも
ご堪能あれ

〒４２０－０８８５ 静岡市葵区大岩町2-60-103
TEL 090-8679-4416　FAX 054-247-8377

ブルーインミッチェル　

X'masリース＆
しめ飾り
プリザーブドフラワーなどを使用し
たリース、アレンジメント販売を致
します。香りを楽しんでいただき
リースやしめ飾りのワークショップ
も開きます。皆様のお越しをおま
ちしています。

〒421-0101 静岡市駿河区向敷地93-4
TEL 080-5292-3265　FAX 054-258-1705

薬陽園

ハーブが苦手な方にオススメ
南伊豆で自家栽培され
たカモミールをベースに、
伊豆特産のニューサマ
ーオレンジをまるごと、た
っぷり使用したブレンド
ハーブティーを新発売し
ました。ぜひ、お楽しみく
ださい。

〒424-0884 静岡市駿河区向敷地1198-1
TEL 054-345-0005　FAX 054-348-7365

和漢薬局さかき自然館

お薬屋さんの
ダイエット
代謝を上げ、免疫力を高め、リバ
ウンドしないダイエット。健康増進
アンチエイジングを提供します。

〒020-0816 盛岡市中野1-10-31
TEL 019-601-6482　FAX 019-601-6483

（一社）SAVE IWATE

岩手から天然の
和グルミ
岩手では昔から和グルミを料理
や菓子に使ってきました。美味し
いことを｢くるみ味がする｣と言う
ほどです。オメガ３たっぷりの和グ
ルミをどうぞ。殻付き、むき実、お
菓子、お酒など。
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広
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種
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企
業
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・
個
人
事
業
主
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の
販
促
・
営
業
支
援
の
お
手
伝
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い
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ザ
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ザ
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る
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の
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の
立
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ら
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考
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す
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と
で
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良
の
ご
提
案
と
結
果
に

結
び
つ
く
よ
う
常
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
組
織
活
性
委
員
会
で
は
、11

月
７
〜
８
日
に
開
催
さ
れ
る『
第
８
回
清
水
み

な
と
屋
台
ま
つ
り
』の
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
す
が

当
該
エ
リ
ア
の
経
済
的
・
文
化
的
な
活
性
化
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
繋
が
る
催
し
で
す
。屋
台
ま
つ
り

に
限
ら
ず
、デ
ザ
イ
ン・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
観
点

か
ら
静
岡
を
盛
り
上
げ
、地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

㈱ラプト　デザイン部エグゼクティブディレクター
静岡商工会議所青年部 平成27年度 理事 組織活性委員会副委員長

星座 ： いて座  血液型 ： O型  趣味 ： 草野球、ゴルフ、StarWars
TEL ： 054-280-2100

金指 昌起さん

　
〝
オ
ト
ナ
に
な
っ
た
ら「
な
じ
み
の
床
屋
」を
。〞

メ
ン
ズ
専
門
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン「
ム
ー
ビ
ズ
」は
静
岡
市

内
に
４
店
舗（
直
営
３・Ｆ
Ｃ
１
）を
か
ま
え
、平
日

は
夜
８
時
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、仕
事
帰

り
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
ま
す
。私
は
全
店
を

回
り
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、毎
日
大
勢
の
お
客

様
の
シ
ャ
ン
プ
ー
や
エ
ス
テ
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担
当
さ
せ
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た
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い
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ン
ズ
エ
ス
テ
の
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は
、う
と
う
と

と
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持
よ
さ
そ
う
に
寝
て
い
る
お
客
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が
多
く
、

日
頃
の
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。少
し

の
時
間
で
す
が
、ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
繋
が
れ
ば

と
考
え
て
メ
ン
ズ
エ
ス
テ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
休
み
が
取
れ
た
日
に
は
静
岡
の
街
中
に
出

か
け
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、仕
事
の
関
係
で
爪

を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

に
も
通
っ
た
り
し
て
オ
シ
ャ
レ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。サ
ロ
ン
で
は
つ
い
つ
い
ネ
イ
リ
ス
ト
さ
ん
の
話

し
方
や
サ
ー
ビ
ス
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
日
々
の
仕

事
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
す
。

ヘアーサイト Moo-bz　アシスタント

星座 ： いて座　血液型 ： AB型　趣味 ： ショッピング、ネイル
TEL ： 0120-703-638

野木 麻名美さん

お
客
様
の
日
頃
の

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
の

解
消
に
努
め
て
い
ま
す

11
月
７
〜
８
日
に

「
清
水
み
な
と
屋
台
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

伊澤恵美子さん

女優

Emiko Izawa

を
書
い
た
り
、紹
介
し
て
い
ま
す
」と
い
う
よ
う

に
、故
郷
静
岡
市
へ
の
思
い
は
半
端
で
な
い
。

　

９
歳
の
時
に
静
岡
市
主
催
の
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
出
演
し
、そ
れ
が
演
劇
を
志
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
う
。「
演
技
の
難
し
さ
は
、い
か

に
自
分
を
殺
さ
ず
に
自
分
を
捨
て
ら
れ
る
か
で

す
ね
。絶
対
に
譲
れ
な
い
部
分
と
、折
れ
る
部
分
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
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３
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に
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個
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派

女
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し
て
の
頭
角
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し
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。「
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今
年
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月
公
開
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日
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と
タ
イ
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国
際
共

同
製
作
映
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ア
リ
エ
ル
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監
視
人
」に
主

演
。熊
本
を
訪
れ
た
異
国
の
王
子
の
監
視
役
を

引
き
受
け
、自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直
す
ヒ
ロ

イ
ン
を
好
演
し
て
い
る
。東
京
な
ど
に
続
き
大

阪
、横
浜
な
ど
で
公
開
予
定
だ
。静
岡
市
で
は

先
月
ま
で
上
映
さ
れ
た
。

　

全
編
熊
本
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
、こ
れ
が
縁

で
熊
本
市
の
Ｐ
Ｒ
特
命
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
静
岡
市
に
関
す
る
記
事

難
し
い
役
で
し
た
が
、女
性
が
社
会
的
に
ど
う
い

う
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
か
と
か
、考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。周
り
が
し
り
込
み
す
る『
悪
役
』は

こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」。

　　

出
演
映
画
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
全
国

を
駆
け
巡
る
伊
澤
さ
ん
。静
岡
の
食
住
環
境
の

良
さ
、豊
富
な
資
源
を「
生
か
し
き
れ
て
い
な

い
」と
感
じ
て
い
る
。「
も
っ
と
、い
ろ
ん
な
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。四
国
の
自
治
体

な
ど
も
東
京
で
非
常
に
多
く
の
広
告
を
見
か
け

ま
す
」と
指
摘
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
に「
の
ぞ
み
」が
停
車
し
な
い
の

は
、乗
降
客
数
な
ど
経
済
効
率
性
を
Ｊ
Ｒ
東
海

が
重
視
し
て
い
る
た
め
と
さ
れ
る
。「
東
京
か
ら

近
い
利
点
を
生
か
し
て
静
岡
に
来
て
も
ら
う
大

胆
な
企
画
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
」。

う
な
ず
け
る
提
案
だ
。

　
「
全
体
的
に
独
自
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う

感
覚
が
弱
い
気
が
し
ま
す
。熊
本
市
が
静
岡
出

身
の
私
を
Ｐ
Ｒ
大
使
に
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
も

大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。独
自
性
を

出
せ
ば
も
っ
と
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
ん
で
す
ね
」。

　
一
般
に
投
資
効
果
が
す
ぐ
に
出
な
い
分
野
は

〝
軽
視
〞さ
れ
が
ち
。伊
澤
さ
ん
は
話
す
。「
私
が

今
あ
る
の
は
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
あ
っ
た
か

ら
。子
ど
も
や
若
者
が
10
年
、20
年
後
に
全
国
、

世
界
に
は
ば
た
け
る
施
策
、一
過
性
で
は
な
い
投

資
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
伊
澤
さ
ん
提
供
）

最
新
作
で
ヒ
ロ
イ
ン
を
好
演

静岡市駿河区生まれ。静岡雙葉高校卒業。成城大学文芸学部卒業。
9歳で初舞台に立ち、映画、舞台、CM等で活躍中。2013年、実際の事件を基
に映画化された「子宮に沈める」（緒方貴臣監督）に主演し、変貌していく母親
という難役を演じきった。最新作は現在公開中の日本とタイの合作映画「アリ
エル王子と監視人」（稲葉雄介監督）での主演。海外の映画祭でも高く評価さ
れアジアでの公開も決まった。
日本画家のモデルのほか、「文具姫」の愛称で雑誌、TVにもたびたび登場。
熊本市PR特命大使、「熊本市電COCORO旅」イメージガールを務める。
http://emikoizawa.com/

経 歴

静岡市の魅力発信へ
「チャレンジして」

10 
年
後
見
据
え
た
投
資
を



　
「
○
△
□
」は
、新
静
岡
セ
ノ
バ
か
ら
徒
歩
１

分
、一
加
番
稲
荷
神
社
の
む
か
い
に
あ
り
ま

す
。店
主
の
中
山
信
史
さ
ん
は
静
岡
商
業
高

校・野
球
部
の
出
身
。母
と
一
緒
に
居
酒
屋
を

開
く
夢
を
抱
い
て
水
産
仲
卸
業
や「
花
見
小

路
」で
修
業
し
て
い
る
う
ち
に
、こ
だ
わ
り
が

出
て
き
て
、２
０
０
３
年
、24
歳
の
時
に
常
磐

町
に
当
店
を
開
業
。２
０
０
６
年
に
鷹
匠
へ
移

転
し
、創
業
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
る
と
、厚
さ
13㎝
の
ヒ
ノ
キ

一
枚
板
ま
な
板
が
目
の
前
に
。日
本
料
理
は
割

主
烹
従
。包
丁
で
割
く（
切
る
）こ
と
が
主
で
、

烹
る（
煮
る
）こ
と
は
従
。お
刺
身
は
切
り
方

で
味
が
変
わ
り
ま
す
。中
山
さ
ん
は
毎
日
、お

客
様
の
視
線
の
中
で
、真
剣
勝
負
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
料
理
は
出
汁
あ
り

き
。鰹
は
枕
崎
産
本
枯
節
の
血
合
い
抜
き
厚

削
り
、昆
布
は
利
尻
産
一
等
で
取
って
い
ま
す
。

　

本
日
の
特
選
コ
ー
ス
は
、前
菜
：
治
郎
柿
白

和
え
、鯖
の
棒
寿
司
、春
菊
と
椎
茸
の
お
浸
し

い
く
ら
添
え
。椀
物
：
伊
勢
海
老
真
薯
と
松

茸
の
す
ま
し
椀
。造
里
：
黒
鮪
、赤
睦
、障
泥

烏
賊
、あ
し
ら
い
彩
々
。焼
物
：
近
海
甘
鯛
岩

塩
炭
火
焼
、茗
荷
、畳
鰯
、金
時
芋
、酢
橘
、銀

杏
、む
か
ご
、茄
子
田
楽
。炊
合
：
煮
穴
子
、小

蕪
、南
瓜
、海
老
芋
、絹
蛸
。食
事
：
秋
鮭
炊

き
込
み
い
く
ら
御
飯
、留
椀
、香
の
物
。甘

味
：
静
岡
抹
茶
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

　

五
感
で
味
わ
い
、喜
び
、共
感
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
中
山
さ
ん
が
思
い
を
こ
め
た
季
節

感
あ
ふ
れ
る
料
理
を
、美
し
い
器
と
と
も
に
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
味
わ
い
な
が
ら
、次
の
料
理
へ
の

期
待
を
ふ
く
ら
め
て
い
る
と
、あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

地産地消

○
△
□

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

おまかせコース（要予約）
昼：3500円、5000円。夜：5800円、
7800円、9800円、15000円。アラカ
ルト600円～。税・サービス料別。
昼：11時30分～14時。
夜：17時30分～22時（L.0.）。
日曜定休。
カウンター６席。座敷（堀りごたつ）12
名。２Ｆ特別席６名。
静岡市葵区鷹匠1丁目6-13
TEL ０５４‐252-5133

http://www.jcs034.jp

白皮甘鯛炭火焼

鰹を藁で焼いているところ

お造り盛り合せ

季節のお椀

店主

中山信史氏

至東京至名古屋

松坂屋葵タワー

北街道

日吉町駅丸 井

御
幸
通
り

新静岡セノバ新静岡セノバ
（新静岡駅）（新静岡駅）
新静岡セノバ
（新静岡駅）

JR静岡駅



静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成27年9月30日現在〕

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！

◆相談取扱案件 938社  ◆再生計画策定支援案件 401社



無料定例相談会開催

経済産業省　関東経済産業局　委託事業

11・12月 H28年 2・3月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●三島商工会議所 4階【E】会議室
11・12月 H28年 2・3月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●浜松商工会議所 2階相談コーナー

「静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク」ご案内ご案内「静岡県後継者人材バンク」ご案内

会　場
三島会場
浜松会場

11月

18日（水）
11日（水）

12月

16日（水）
　9日（水）

2月

17日（水）
10日（水）

3月

16日（水）
　9日（水）第2水曜日

日　程

第3水曜日
 ・静岡会場（静岡商工会議所）は随時。28年1月は、お休みです。

静岡県後継者人材バンクは、静岡商工会議所に設置された事業承継の

公的相談窓口、静岡県事業引継ぎ支援センターが運営する事業です。

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？

静岡県事業引継ぎ支援センターは、

国が運営している公的窓口です。

日頃より「後継者がいない」などの事業承継問題で

悩んでいる経営者の皆様、

無料で相談をお受けしますので

お気軽にお越しください。

まずは、お電話を！

静岡県事業引継ぎ支援センター（静岡商工会議所）

静岡県事業引継ぎ支援センターにご相談ください。

※詳しくは、当センターHPもしくは、TELにてご確認下さい。

28年
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